
Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、
5.x
最終更新：2026年 3月 16日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ド
キュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照くだ

さい。また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

THE SPECIFICATIONS AND INFORMATION REGARDING THE PRODUCTS IN THIS MANUAL ARE SUBJECT TO CHANGE WITHOUT NOTICE. ALL STATEMENTS,
INFORMATION, AND RECOMMENDATIONS IN THIS MANUAL ARE BELIEVED TO BE ACCURATE BUT ARE PRESENTED WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED. USERS MUST TAKE FULL RESPONSIBILITY FOR THEIR APPLICATION OF ANY PRODUCTS.

THE SOFTWARE LICENSE AND LIMITED WARRANTY FOR THE ACCOMPANYING PRODUCT ARE SET FORTH IN THE INFORMATION PACKET THAT SHIPPED WITH
THE PRODUCT AND ARE INCORPORATED HEREIN BY THIS REFERENCE. IF YOU ARE UNABLE TO LOCATE THE SOFTWARE LICENSE OR LIMITED WARRANTY,
CONTACT YOUR CISCO REPRESENTATIVE FOR A COPY.

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version of
the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

NOTWITHSTANDING ANY OTHERWARRANTY HEREIN, ALL DOCUMENT FILES AND SOFTWARE OF THESE SUPPLIERS ARE PROVIDED “AS IS" WITH ALL FAULTS.
CISCO AND THE ABOVE-NAMED SUPPLIERS DISCLAIM ALL WARRANTIES, EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THOSE OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OR ARISING FROM A COURSE OF DEALING, USAGE, OR TRADE PRACTICE.

IN NO EVENT SHALL CISCO OR ITS SUPPLIERS BE LIABLE FOR ANY INDIRECT, SPECIAL, CONSEQUENTIAL, OR INCIDENTAL DAMAGES, INCLUDING, WITHOUT
LIMITATION, LOST PROFITS OR LOSS OR DAMAGE TO DATA ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THIS MANUAL, EVEN IF CISCO OR ITS SUPPLIERS
HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

Any Internet Protocol (IP) addresses and phone numbers used in this document are not intended to be actual addresses and phone numbers. Any examples, command display output, network
topology diagrams, and other figures included in the document are shown for illustrative purposes only. Any use of actual IP addresses or phone numbers in illustrative content is unintentional
and coincidental.

All printed copies and duplicate soft copies of this document are considered uncontrolled. See the current online version for the latest version.

Cisco has more than 200 offices worldwide. Addresses and phone numbers are listed on the Cisco website at www.cisco.com/go/offices.

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:
https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a
partnership relationship between Cisco and any other company. (1721R)

© 2025 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html


目次

Full Cisco Trademarks with Software License ?

通信、サービス、偏向のない言語、およびその他の情報 viiはじめに：

新機能および変更された機能に関する情報 1第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報 1

概要 13第 2 章

概要 13

前提条件 17第 3 章

前提条件 17

Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのインストール 19第 4 章

Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのインストール 19

Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのアップグレード 25第 5 章

Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのアップグレード 25

Intersightマネージドモード移行ツールのへのアクセス 27第 6 章

Intersightマネージドモード移行ツールのへのアクセス 27

遷移 29第 7 章

変換のための IMM移行の追加 29

Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
iii



UCS Managerデバイスの自動インプレース移行のための IMM移行の追加 37

クローニングのための IMM移行の追加 48

アップロードした構成をプッシュするための IMM移行の追加 55

移行管理 58

移行準備レポートの説明 59

デバイス管理 63第 8 章

デバイスの追加 63

デバイスの申請 65

カスタムデバイスファイルのアップロード 66

Intersightアカウントのクリア 67

Intersightクリアレポートの表示 68

ソフトウェアリポジトリ 69第 9 章

概要 69

フォルダの作成およびファイルのアップロード 69

フォルダの管理 73

ファイルの管理 75

Intersightへのファイルの同期 78

vMediaポリシーの作成 79

設定 81第 1 0 章

デフォルト設定 81

プロキシ設定 90

バックアップ/復元 90

証明書設定 91

変換の前提条件 95第 1 1 章

UCS Manager/Central構成の変換 95

サポートされる機能 101第 1 2 章

Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
iv

目次



変換でサポートされる機能 101

サポート対象のクローン機能 110

付録 117付録 A：

付録 A : CLIを使用した管理オペレーション 117

付録 B：ログのダウンロード/技術サポート 119

付録 C：既知の動作と制限事項 119

付録 D：フィードバックの提供 119

Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
v

目次



Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
vi

目次



通信、サービス、偏向のない言語、および

その他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServicesにアクセスしてくだ
さい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Ciscoバグ検索ツール

CiscoBugSearchTool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールで
す。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

偏向のない言語

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザーインターフェ
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報

Intersightマネージドモード移行ツール、リリース 5.1.3の新機能と変更された動作

このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 5.1.3の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。

資料説明特長

変換のための IMM移行の追加

UCS Managerデバイスの自動
インプレース移行のための

IMM移行の追加

クローニングのための IMM移
行の追加

アップロードした構成をプッ

シュするための IMM移行の追
加

リリース 5.1.3では、IMM移
行ツールに、[Readinessレポー
トの生成（Generate Readiness
Report）]移行を除くすべての
移行にオプションの手順が追

加されています。この手順に

より、デバイスが接続先の

Intersightアカウントで適切に
要求および検出された後、機

器固有の構成項目（シャーシ/
サーバのユーザーラベルとタ

グ、 SPANセッション）を
Intersightにプッシュできま
す。デバイスがまだ要求され

ていない場合は、この手順を

スキップできます。

デバイスが要求された後に機

器固有の構成を Intersightに
プッシュするためのオプショ

ンの手順を追加しました
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資料説明特長

クローニングのための IMM移
行の追加

IMM移行ツールリリース5.1.3
は、単一の接続先組織にマッ

ピングされるときに、さまざ

まな送信元組織からの重複ポ

リシーの名前を自動的に変更

する機能を提供し、複製移行

中の名前の競合を防ぎます。

複製の移行中に重複ポリシー

の名前を自動的に変更する機

能

変換でサポートされる機能IMM移行ツールリリース5.1.3
を使用すると、ホストファー

ムウェアパッケージポリシー

を UCS Managerまたは UCS
Centralから IMMのファーム
ウェアポリシーに変換できま

す。

UCSM/UCSCentralからのホス
トファームウェアパッケージ

ポリシーの変換のサポート

IMM移行ツールリリース5.1.3
は、ApacheWebサーバで特定
の TLSプロトコル（TLS 1.2
および1.3など）を選択的に有
効または無効にできる新しい

TLS CTLスクリプトをサポー
トしています。

選択的 TLSプロトコル制御の
サポート

Intersightマネージドモード移行ツール、リリース 5.1.2の新機能と変更された動作

このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 5.1.2の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。

資料説明特長

IMM移行ツールリリース5.1.2
は、インプレース移行とク

ロー二ング移行という移行タ

イプで Cisco UCS 6664ファブ
リックインターコネクトの変

換をサポートします。

Cisco UCS 6664ファブリック
インターコネクトのサポート
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資料説明特長

デフォルト設定リリース 5.1.2以降、IMM移
行ツールは、サーバのハード

ウェアインベントリに基づき

vConから PCIスロットへの
マッピングを生成し、

[vNIC/vHBA順序にvCon配置
情報を使用（Use vCon
placement info for vNIC/vHBA
order）]および [vNIC/vHBA
順序にホストポート情報を使

用（Use Host Port info for
vNIC/vHBA order）]設定を自
動構成することで、

vNIC/vHBA変換を簡素化しま
す。この自動化は、 [変換設定
（Transition Settings）]ページ
の 2つの新しい設定（[自動
vConマッピング（Automatic
vCon mapping）]と [テンプ
レートのバインド解除の許可

（Allow Template Unbind）]）
で管理されます。自動マッピ

ングが失敗した場合でも、既

存の手動設定を活用できま

す。

VICアダプタの自動ネット
ワーク構成のサポート

IMM移行ツールリリース5.1.2
は、UCSM/UCSCentralからの
複数のイーサネットネット

ワークグループポリシー

（ENGP）の変換をサポートし
ます。これにより、LAN接続
ポリシー/vNICテンプレートで
は vNICあたり最大 8つの
ENGPを、ポートポリシーで
はアップリンクポート/ポート
チャネルあたり最大 50の
ENGPを接続可能であり、こ
れらの制限とネイティブ

VLAN構成に基づき VLANグ
ループ統合のための最適化ロ

ジックが適用されます。

UCSM/UCSCentralからの複数
のイーサネットネットワーク

グループポリシー（ENGP）
の変換をサポート
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資料説明特長

IMM移行ツールリリース5.1.2
は、UCSMから IMMへのファ
ブリックインターコネクトの

物理インターフェイス（ポー

トおよびポートチャネル）上

のユーザーラベルの変換をサ

ポートします。

ファブリックインターコネク

トの物理インターフェイスで

のユーザーラベルの変換のサ

ポート

IMM移行ツールリリース5.1.2
は、FI、 FEX、シャーシ、ブ
レードサーバ、およびラック

サーバのユーザーラベルとア

セットタグのUCSMから IMM
への変換、およびクローニン

グの移行における変換をサ

ポートします。

FI、 FEX、シャーシ、ブレー
ドサーバ、およびラックサー

バのユーザーラベルとアセッ

トタグの UCSMから IMMへ
の変換をサポート

IMM移行ツールリリース5.1.2
では、次のその他の拡張機能

が追加されています。

• UCSMから IMMへの前方
誤り訂正（FEC）属性
（RS Cons 16、RS 1eee、
OffFECオプション）の変
換をサポートします。こ

れは、移行のクローニン

グでもサポートされてい

ます。

• UCSMから IMMへの IPv6
構成のiSCSIブートポリ
シーの変換をサポートし

ます。

• UCSMから IMMへの熱ポ
リシーの新しいファン制

御モード、最大冷却の変

換をサポートします。

その他のサポート

Intersightマネージドモード移行ツール、リリース 5.1.1の新機能と変更された動作

このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 5.1.1の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。
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資料説明特長

クローニングのための IMM移
行の追加

IMM移行ツールリリース5.1.1
を使用すると、ソース

Intersightアカウントから接続
先Intersightアカウントへの
Intersightのクローン移行中に
組織をマッピングできます。

これにより、柔軟性が向上

し、1対 1または多対 1の組織
マッピングをサポートしま

す。

クローン Intersight移行時の組
織マッピングのサポート

IMM移行ツールリリース5.1.1
は、Cisco UCS X210c M8、
C220 M8、および C240 M8
サーバーの変換をサポートし

ます。

Cisco UCS X210c M8、C220
M8、およびC240M8サーバー
のサポート

変換でサポートされる機能

デフォルト設定

IMM移行ツールリリース5.1.1
を使用すると、MACsecポリ
シーをUCS Managerから IMM
に変換できます。

MACsecポリシーの変換のサ
ポート

変換でサポートされる機能

デフォルト設定

リリース 5.1.1以降、IMM移
行ツールは、 UCS Manager/
Centralから変換されたUCSド
メインプロファイルにアタッ

チされた LDAP設定、および
ターゲットの Intersightアプラ
イアンスデバイスの LDAP設
定に、LDAP/AD認証設定を変
換できます。

UCS Manager/CentralLDAP認
証ドメインから IntersightLDAP
ポリシーまたは Intersightアプ
ライアンス認証ドメインへの

変換のサポート
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資料説明特長

IMM移行ツールリリース5.1.1
では、次のその他の拡張機能

が追加されています。

• UCSManager 4.3(6)リリー
スのサポート。

• UCS Central 2.1(1)リリー
スのサポート

• UCSMの電力制御ポリ
シーのパッケージ電力制

限の IMMへの変換をサ
ポートします。

• UCSCから IMMへの
SRIOVHPN接続ポリシー
の変換のサポート。

その他のサポート

Intersightマネージドモード移行ツール、リリース 5.0.3の新機能と変更された動作

このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 5.0.3の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。
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資料説明特長

UCS Managerデバイスの自動
インプレース移行のための

IMM移行の追加

IMM移行ツールリリース5.0.3
には、バージョン 4.3(5c)以降
の UCSMデバイスのインプ
レース移行の設定の消去

（Erase Configuration）ス
テップ中にモード変更

（Change Mode）を選択する
オプションが導入されていま

す。この機能を使用すると、

初期セットアップを必要とせ

ずにデバイスを UCSMモード
から IMMモードに移行できま
す。これにより、コンソール

ポートを使用した手動操作や

DHCP環境を必要とすることな
く回避できます。この新しい

オプションを使用しても、変

換を実行する際には完全なド

メインのダウンタイムが必要

であることに注意してくださ

い。

UCS Managerデバイスのイン
プレース移行中の [モード変更
Mode）]オプションのサポー
ト

変換でサポートされる機能IMM移行ツールリリース5.0.3
を使用すると、Scrubおよび
Server Pool Qualification Policies
を UCS Manager/ Centralから
IMMに、Memoryポリシーを
UCSManagerから IMMに変換
できます。

スクラブポリシー、メモリポ

リシー、およびサーバープー

ル資格情報ポリシーの変換の

サポート

UCS Managerデバイスの自動
インプレース移行のための

IMM移行の追加

リリース 5.0.3以降、IMM移
行ツールでは、インプレース

ドメイン移行の移行の複製が

可能です。この操作は、移行

が完了しておらず、設定の消

去操作がまだ実行されていな

い場合にのみ実行できます。

インプレースドメイン移行の

複製のサポート
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資料説明特長

クローニングのための IMM移
行の追加

アップロードした構成をプッ

シュするための IMM移行の追
加

リリース 5.0.3以降、IMM移
行ツールでは、移行の複製中

に、構成、機器固有の構成項

目（SPANセッション、ハード
ウェアに割り当てられたユー

ザーラベルとタグ）、または

両方のみを Intersightにプッ
シュできます。

移行のクローニング中に、構

成、機器固有の構成項目

（SPANセッション、ハード
ウェアに割り当てられたユー

ザーラベルとタグ）、または

その両方を Intersightにプッ
シュする機能のみをプッシュ

する機能
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資料説明特長

IMM移行ツールリリース5.0.3
では、次のその他のサポート

が追加されています。

•イーサネットアダプタポ
リシーでの EtherChannel
ピニング（変換およびク

ロー二ング移行時）。

• LAN接続ポリシー/vNIC
テンプレートのvNICと、
ポートポリシーのアップ

リンクポート/ポートチャ
ネルに接続された複数の

イーサネット網グループ

ポリシー（複製の移行時

のみ）。

•イーサネットアップリン
クポートチャネル、FCoE
アップリンクポートチャ

ネル、およびポートポリ

シー内のアプライアンス

ポートチャネルのロール

(UCSMからの変換および
遷移のクローン作成)のブ
レークアウトポートの前

方誤り訂正 (FEC)。

• Cisco UCS C225および
C245 M8サーバー（ク
ロー二ング移行時）の電

源ポリシーのデフォルト

パッケージ電力制限

（PPL）。

•証明書管理ポリシーの
ルート CA証明書（複製
の移行時）。

• UCSドメインプロファイ
ル用の LDAPポリシー添
付ファイルのサポート

（複製の移行時）。

さまざまなポリシーに対する

その他のサポート
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Intersightマネージドモード移行ツール、リリース 5.0.2の新機能と変更された動作

このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 5.0.2の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。

資料説明特長

デバイス管理IMM移行ツールリリース5.0.2
は、 [デバイス管理（Device
Management）]ページから
IMMドメインデバイスを追加
および要求できる機能を提供

します。

デバイス管理での IMMドメイ
ンデバイスの追加と要求のサ

ポート

Intersightマネージドモード移行ツール、リリース 5.0.1の新機能と変更された動作

このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 5.0.1の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。
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資料説明特長

UCS Managerデバイスの自動
インプレース移行のための

IMM移行の追加（37ペー
ジ）

IMM移行ツールリリース5.0.1
では、新しい移行タイプであ

る In-Place UCS Domain
Migrationが導入されていま
す。この新しいタイプでは、

UCS Managerデバイスの
Intersight管理モードへの自動
インプレース移行を実行でき

ます。IMM移行ツールは、
UCS Managerドメイン構成を
取得し、それを Intersightに変
換し、バックアップを取り、

ドメインが Intersight管理モー
ドで再構成できる適切な状態

になるように構成を削除しま

す。また、Intersightモードで
のドメインの初期セットアッ

プも（手動で、または DHCP
を介して自動で）実行されま

す。変換されたドメインプロ

ファイルは、自動的に割り当

てられて展開されます。サー

バープロファイルは、正常に

検出されると、自動的にサー

バーに割り当てられます。た

だし、展開は自動化されてい

ないため、各サーバの電源を

手動で投入し、プロファイル

を展開して、すべてのサー

バープロファイルのプロセス

を完了する必要があります。

移行ツールを使用して UCS
Managerデバイスの自動イン
プレース移行を実行する機能
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資料説明特長

-ツールの基盤となるオペレー

ティングシステムは、Ubuntu
22.04からUbuntu 24.04に変更
されました。したがって、

IMM移行ツール、リリース
4.Xを使用した既存のユーザー
の場合、ツールの既存のバー

ジョンからデータをバック

アップし、新規 ovaファイル
をインストールして、ツール

の最新バージョンでデータを

保存する必要があります。

オペレーティングシステムの

変更

アップロードした構成をプッ

シュするための IMM移行の追
加（55ページ）

クローニングのための IMM移
行の追加（48ページ）

IMM移行ツールリリース5.0.1
を使用すると、UCSM SPAN
ローカルセッションを

Intersightトラフィックミラー
リングセッションに変換でき

ます。ただし、これらのセッ

ションは、 [機器のプッシュ
（Push Equipment）]トグルボ
タンによって制御される、 [構
成のアップロード（Upload
Configuration）] + [Intersight
にプッシュ（Push to
Intersight）]および [Intersight
のクローン（Clone
Intersight） ]移行時にのみ
Intersightにプッシュされま
す。

UCSMから IMMへの SPAN構
成の変換（構成のアップロー

ド + Intersightへのプッシュと
Intersightの移行のクローン作
成）をサポート
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第 2 章

概要

•概要（13ページ）

概要
Cisco Intersightマネージドモード（IMM）移行ツールは、既存のCiscoUCSManager（UCSM）
およびCiscoUCSCentralインフラストラクチャの構成属性を複製し、既存のサービスプロファ
イルテンプレートを IMMサーバープロファイルテンプレートに変換して IMMでの新しい
サーバーの展開を加速することにより、新しい IMM展開をブートストラップするのに役立ち
ます。

IMM移行ツールリリース 5.0.1以降では、IMM移行ツールを使用して、UCS Managerデバイ
スを Intersight管理モードへの自動インプレース移行を実行できます。

IMM移行ツール、リリース 4.0.1以降で、ソフトウェアレポジトリ機能を使用して、オペレー
ティングシステムをインストールし、サーバーのファームウェアをアップグレードします。

Cisco Intersight、Cisco IMC、および Cisco UCS Manager間のファームウェアバージョンの同等
性の詳細については、Cisco Intersight、Cisco IMC、および Cisco UCS Managerの Cisco UCS
Equivalency Matrixを参照してください。

IMM移行ツールリリース 3.0.1以降では、物理サーバーがサーバープロファイルから取得す
る構成識別子を保持するためのサポートを提供します。これらには、IPアドレス、MACアド
レス、IQN、UUID、WWNN、およびWWPNが含まれます。このサポートにより、UCS
Manager/Centralから IMMへのサービスプロファイルの移行が可能になります。

IMM移行ツールは、次の機能を提供します。

1. Cisco UCS Managerドメインのハードウェアの互換性を検証する機能。

2. 実行中の UCS Managerドメインまたは UCS Centralインスタンスから構成全体を取得しま
す。

3. 構成のどの部分が Intersightで使用できるかを検証する機能。

4. UCS Managerまたは UCS Central構成属性の IMMへの変換を実行します。
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• UCS Managerドメインの実行構成の変換は、主に 2つの部分で行われます（構成変換
の各セクションを選択的に有効 /無効にすることができます）。

• VLAN / VLANグループ / VSAN、ポートロール、QoS、および管理設定（NTP /
DNS / SNMP / SYSLOG）を含むUCSManagerドメインのファブリック構成を変換
します。

• UCS Managerドメインからのサービスプロファイルおよびサービスプロファイル
テンプレートと関連するすべてのポリシーを可能な限り変換します。

• UCS Centralインスタンスの実行構成の変換は、主に次のように行われます（構成変
換の各セクションを選択的に有効 /無効にすることができます）。

• UCSCentralインスタンスからのサービスプロファイルおよびサービスプロファイ
ルテンプレートと関連するすべてのポリシーを可能な限り変換します。

UCSCentralのファブリック構成の変換は、対応するUCSManager
ドメインのファブリック変換を実行することで実現できます。

（注）

• IMM移行ツール、リリース 3.1.1以降は、さまざまなプール、ポリシー、および
プロファイル/テンプレートに割り当てられる UCS Centralタグの変換をサポート
します。

5. ドメインが UCS Managerまたは UCS Centralから IMMに変換されるときに、ハードウェ
アと構成の互換性の概要を取得するために使用できる IMM準備レポートの生成。

Cisco UCSCentralは複数のUCSManagerドメインに登録できるため、ハードウェアの互換性は
UCS Managerドメインに対してのみ使用でき、UCS Centralインスタンス自体には使用できま
せん。

（注）

IMM準備レポートには、次の情報が表示されます。

• IMMに移行するためのUCSManagerまたはUCS Centralデバイスの準備の概要を示す
変換スコアと全体的な概要。

•変換されたオブジェクトやツールが変換できなかったオブジェクトなど、構成ごとの
詳細情報。

6. 2つの Intersightアカウント間での構成属性のクローン作成。

IMM移行ツール 3.0.1では、Intersightアカウントを別の Intersightアカウントにクローン作
成できます。この機能は、SaaSおよび仮想アプライアンスアカウントでサポートされて
います。すべてのスタンドアロンおよび IMMサーバーに関連するプール/ポリシー/プロ
ファイル/テンプレートを複製できます。
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IMM移行ツール 3.1.1以降から、すべての UCSサーバプロファイルで割り当てられた ID
を保存しながら Intersightアカウントをクローニングできます。

IMM移行ツール 4.0.1以降から、Intersightアカウント間でクローニングしサーバープロ
ファイルを選択して、選択されたクローニングを実行できます。

7. 送信元 UCS組織を接続先 Intersight組織にマッピングします。

IMM移行ツールリリース 3.0.1以降は、組織のマッピングを行う機能を提供します。この
新機能により、UCS Manager/Centralから Intersightへの組織の変換をより柔軟に制御でき
ます。1対 1または多対 1のマッピングを通じて、接続先 Intersight組織を選択するか、送
信元 UCS組織に必要な新しい接続先 Intersight組織を追加できます。

8. ソフトウェアレポジトリとしてツールの使用

IMM移行ツール、リリース 4.0.1以降から、ISO画像またはファームウェアパッケージを
ホストできるソフトウェアリポジトリ機能が含まれています。これを活用し、UCSサー
バーでオペレーティングシステムのインストールまたはファームウェアアップグレード

を簡単に実行できます。

9. Intersightへの UCS Managerデバイスの自動インプレース移行の実行

IMM移行ツールリリース 5.0.1では、新しい移行タイプである In-Place UCS Domain
Migrationが導入されています。この新しいタイプでは、UCS ManagerデバイスのIntersight
管理モードへの自動インプレース移行を実行できます。IMM移行ツールは、UCSManager
ドメイン構成を取得し、それを Intersightに変換し、バックアップを取り、ドメインが
Intersight管理モードで再構成できる適切な状態になるように構成を削除します。また、
Intersightモードでのドメインの初期セットアップも（手動で、またはDHCPを介して自動
で）実行されます。変換されたドメインプロファイルは、自動的に割り当てられて展開さ

れます。サーバープロファイルは、正常に検出されると、自動的にサーバーに割り当てら

れます。ただし、展開は自動化されていないため、各サーバの電源を手動で投入し、プロ

ファイルを展開して、すべてのサーバープロファイルのプロセスを完了する必要がありま

す。

UCSMドメインに HyperFlexクラスタが展開されている場合は、IMMに移行しないでくださ
い。HyperFlexサーバーは現在、IMMでサポートされていません。

（注）
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第 3 章

前提条件

•前提条件（17ページ）

前提条件
このセクションでは、Cisco Intersightマネージドモード移行ツールをインストールするための
最小要件について説明します。

• Cisco UCS Manager: 3.2(1d)以降のサポートされているバージョン。

• Cisco UCS Central: 2.0(1a)以降のサポートされているバージョン。

•サポートされている ESXバージョン：ESXi 6.0以降。

•最小 VM要件：

• vCPU X 2

• 8 GB RAM

• 100 GBストレージ

•ソフトウェアレポジトリ機能用の追加の 10GB～ 5000GB（デフォルト 100GB）

• OVAで使用される仮想ハードウェアバージョン：11

•ネットワーク接続の要件：

• TCPポート 443（HTTPS）（IMM移行ツール、リリース 1.0.2以降）

•トラブルシューティングまたは高度な構成のための TCPポート 22（SSH）。

•以下へのアクセスが必要です。

• DNS（TCP/UDPポート 53を使用）

• NTP（UDPポート 123を使用）

• UCS Manager/UCS Centralデバイス（TCPポート 443 [HTTPS]のみ）

Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
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インプレースUCSドメイン移行の場合、TCPポート443（HTTPS）
とTCPポート22（SSH）をファブリックインターコネクトの個々
の IPアドレスに対して開く必要があります。これは、消去、セッ
トアップ、および要求の操作に必要です。

（注）

• Intersightデバイス（TCPポート 443 [HTTPS]のみを使用）

•プロキシサーバー設定への接続（ある場合）

•構成を Intersightにプッシュするには、IntersightインスタンスへのHTTPS接続が必要
です。

• SaaSの場合、URLは https://www.intersight.comです

•アプライアンスの場合、URLはユーザーによって提供されます。

•ソフトウェアリポジトリへのアクセスには、HTTPS（TCPポート443）接続がオープ
ンである必要があります。

Cisco UCSサーバーおよび Intersight OSインストールで使用するには、UCSサーバー
の CIMC IPと IMM移行ツール VM間の接続がオープンであることを確認します。

Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
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第 4 章

Cisco Intersightマネージドモード移行ツー
ルのインストール

• Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのインストール（19ページ）

CiscoIntersightマネージドモード移行ツールのインストー
ル

始める前に

[UCSツール（UCS Tools）]ページから、OVFテンプレートの展開を開始するときに見つけや
すい場所にあるコンピュータに IMM移行 tool.ovaファイルをダウンロードします。

Open Virtual Appliance（OVA）は、1つ以上の仮想マシン（VM）から構成されるビルド済みの
ソフトウェアソリューションであり、1つのユニットとしてパッケージ、保守、更新、および
管理されます。Cisco Intersight管理モード移行ツール OVAには、オペレーティングシステム
がプレインストールされており、IMM移行ツールの機能に必要なアプリケーション機能が含
まれています。OVAとしての IMM移行ツールは、VMware vSphereインフラストラクチャに
展開できます。

IMM移行ツールOVAの展開は、 VMware vCenter（vSphere Webクライアント）を使用して実
行する必要があります。ESXiホストからの直接展開はサポートされていないため、展開が失敗
する可能性があります。

（注）

IMM移行ツール 3.1.1以降では、ツールデータのバックアップを取り、IMM移行ツールの同
じインスタンスまたは別のインスタンスで復元できます。詳細については、「バックアップ/
復元」を参照してください。

1. HTML5 vSphere Web Clientにログインし、[VM]タブに移動します。

2. IMM移行ツールを展開するホストまたはクラスタを右クリックして、[OVFテンプレー
トの展開（Deploy OVF Template）]を選択します。
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3. [OVFテンプレートの選択（Select an OVFテンプレート）]ページで、次の手順を実行
します。

1. [ローカルファイル（Local file）]オプションボタンをクリックし、[ファイルの選択
（Choose Files）]をクリックして、ダウンロードしたOVAファイルを参照します。

2. [次へ（Next）]をクリックします。

4. [名前とフォルダの選択]ページで、次の手順を実行します。

1. 仮想アプライアンスを展開する場所を選択します。

2. [次へ（Next）]をクリックします。

5. [コンピューティングリソースの選択（Select a compute resource）]ページ上で次の手順
を実行します。
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1. 仮想アプライアンスの実行に使用するリソースを選択します。

2. [次へ（Next）]をクリックします。

6. [詳細の確認（Review details）]ページで、次の手順を実行します。

1. 高度な構成オプションを含むパッケージの詳細を確認します。

2. [次へ（Next）]をクリックして、これらのオプションを受け入れます。

7. [ストレージの選択（Select storage）]ページで、次の手順を実行します。
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1. データストアのリストから目的の保存場所を選択します。

2. [次へ（Next）]をクリックします。

8. [ネットワークの選択（Select networks）]ページで、次の手順を実行します。

1. 各送信元ネットワークのドロップダウンリストから接続先ネットワークを選択しま
す。
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2. [次へ（Next）]をクリックします。

9. [テンプレートのカスタマイズ]ページで、次の手順を実行します。

1. [ネットワーク（Network）]設定値を入力し、[システムパスワード（System
Password）]を設定することにより、展開プロパティをカスタマイズします。

自動生成されたデフォルトパスワードは、変換された仮想メディア、iSCSIブート
などの UCS Managerポリシー/USC Centralポリシーの既存のパスワードの代わりに
使用されます。同様に、別の自動生成されたパスワードは、iSCSIブートポリシー
の相互CHAP認証に使用されます。変換されたポリシーが Intersightにプッシュされ
た後、それらのパスワードを変更する必要があります。

•変換されたポリシーが Intersightにプッシュされた後、それらのパスワードを変更する必
要があります。

• [NTP]フィールドの入力は必須です。デフォルト値は ntp.ubuntu.comです。

•ソフトウェアリポジトリディスクサイズは、最小値が 10で最大値が 5000です。

（注）

2. [次へ（Next）]をクリックします。

10. [終了準備の完了（Ready to Complete）]ページで以下を行います。
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1. 構成データを確認します。

2. [FINISH]をクリックします。

システムがファイルをインポートして展開します。

11. [更新（Refresh）]ボタンをクリックしてシステムを更新します。

VMが中央のウィンドウペインに表示されます。

12. VMを選択し、[Power On]をクリックします。

13. VMの電源がオンになったら、[コンソールを開く（OpenConsole）]アイコンをクリック
して、新しいウィンドウで VMコンソールを開きます。

OVAテンプレートが正常に展開され、VMの電源がオンになりました。
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第 5 章

Cisco Intersightマネージドモード移行ツー
ルのアップグレード

• Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのアップグレード（25ページ）

Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのアップグ
レード

始める前に

[UCSツール（UCS Tools）]ページから、IMM移行ツールVMをアップグレードするときに見
つけやすい場所にあるコンピュータに、IMM移行ツールアップグレードパッケージファイル
をダウンロードします。

5.xリリースのアップグレード

5.xリリース間でツールをアップグレードするには、次のいずれかのオプションを使用します。

• CLIを使用してツールをアップグレードします。

1. アップグレードを開始する前に、VMのスナップショットを取得します。

2. ダウンロードした上位バージョンの tarファイルを下位バージョンの VMにコピー
（SCP）します。

3. 次のコマンドを実行します。

imm_upgrade -p <downloaded_tar_file>

プロンプトが表示されたら管理者アカウントのパスワードを入力します。

これが完了するまで数分かかります。

以下に示すように、ファイルの検証とアップグレードプロセスが開始されます。

The log messages of the upgrade should be:
Have you taken a snapshot of the VM? (y/n) : y
Enter '[admin]' Password:
INFO: Password is correct. Continuing...
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INFO: File format validation success
INFO: Successfully verified the authenticity of upgrade_file.
INFO: Version validation success
INFO: Upgrading... May take a few minutes
INFO: Upgrade Success. Restarting server
INFO: Server Restarted

アップグレードが失敗した場合に備えて、VMの最後のスナップ
ショットにロールバックすることをお勧めします。

（注）

•または、「4.xから 5.xリリースへのアップグレード」セクションで説明されているよう
に、新しい OVAを展開し、バックアップ/復元操作を実行します。

4.xから 5.xリリースへのアップグレード

次の手順を実行し、4.xから 5.xにツールをアップグレードします。

1. アップグレードを開始する前に、データのバックアップを作成します。詳細については、
「バックアップ/復元」を参照してください。

2. コンピュータに IMM移行ツール .ovaファイルをダウンロードします。

3. .ovaファイルを展開します。詳細については「Installing Cisco Intersightマネージドモード
移行ツール」を参照してください。

4. ツールの新しいインスタンスでデータを復元します。詳細については、「バックアップ/復
元」を参照してください。
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第 6 章

Intersightマネージドモード移行ツールの
へのアクセス

• Intersightマネージドモード移行ツールのへのアクセス（27ページ）

Intersightマネージドモード移行ツールのへのアクセス
ブラウザウィンドウからCisco IMM移行ツールのユーザーインターフェイスにアクセスして、
移行準備レポートを生成し、UCSドメインを IMM設定に変換できます。

1. Webブラウザウィンドウを起動します。

2. http://<VM IP address>または https://<VM IP address>を入力します。VM IPアドレス
は、Cisco IMM移行ツール OVAを展開した VMの IPアドレスです。

IMM移行ツールリリース1.0.2以降は、HTTPSサポートを提供します。すべての httpURL
は httpsにリダイレクトされます。

3. [Login（ログイン）]ダイアログボックスに、ユーザー名とパスワードを入力します。

ユーザー名：admin

パスワード：インストール時に [テンプレートのカスタマイズ（Customize template）]ページで
設定したパスワードを入力します。

（注）

4. [サインイン（Sign In）]をクリックします。

ユーザーセッションを終了するには、右上隅のユーザー設定から [ログアウト（LogOut）]
をクリックします。

セッションタイムアウト： IMM移行ツールリリース 1.0.2以降では、非アクティブな状態が
30分間続くと、セッションから自動的にログアウトされます。アプリケーションを再度使用す
るには、再ログインする必要があります。

（注）
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遷移

•変換のための IMM移行の追加（29ページ）
• UCS Managerデバイスの自動インプレース移行のための IMM移行の追加（37ページ）
•クローニングのための IMM移行の追加（48ページ）
•アップロードした構成をプッシュするための IMM移行の追加（55ページ）
•移行管理（58ページ）
•移行準備レポートの説明（59ページ）

変換のための IMM移行の追加
現在実行中および後続のすべての移行に適用される移行のデフォルト設定を設定できます。移

行の追加プロセス中にデフォルト設定を変更することもできます。詳細については、[デフォ
ルト設定（Default Settings）]を参照してください。

[UCSM/Centralから Intersightのサーバープロファイルへのサービスプロファイルの変換
（Converting Service Profiles from UCSM/Central to Server Profiles in Intersight）]

IMMの移行を開始するには、次の手順を実行します。

1. [IMM移行の追加（Add IMM Transition）]をクリックします。

2. 移行の名前を入力します。

3. 移行のタイプを選択します。

(a) UCS Managerハードウェアおよび構成の互換性/readiness概要のみを表示する場合、
または UCS Central構成の互換性のみを表示する場合は、[Readinessレポートの生成
（Generate Readiness Report）]

（b）準備レポートを表示し、変換された構成を Intersightにプッシュする場合は、[準備
レポートの生成（Generate Readiness Report）] + [構成を Intersightにプッシュ（Push
Config to Intersight）]を選択します。

（c）UCS Managerデバイスを UCSMモードから Intersight管理モードに移行する場合
は、 [UCSドメイン移行のインプレース（In-Place UCS Domain Migration）]を選択しま
す。詳細な手順については、「UCSManagerデバイスの自動インプレース移行のための
IMM移行の追加」を参照してください。
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（c）構成をクローニングして、ある Intersightアカウントから別のアカウントに移行す
る場合は、[Intersightのクローニング（Clone Intersight）]を選択します。詳細な手順に
ついては、「クローニングのための IMM移行の追加」を参照してください。

（d）JSON構成ファイルを直接アップロードして Intersightにプッシュする場合は、[
Upload Configuration + Push to Intersight]を選択します。詳細な手順については、「アッ
プロードした構成をプッシュするための IMM移行の追加」を参照してください。

IMM移行ツールリリース 5.0.1以降では、選択した移行タイプの概要を含むガイド付き
ツアーが表示されます。これは、選択した移行に関連するすべてのステップを理解する

のに役立ちます。この情報を再度取得しないようにするには、 [このページを再度表示
しない（Do not show this page again） ]チェックボックスをオンにします。

現在、この概要の概要は、次の移行でのみ利用できます。

•準備状況レポートの生成

•準備状況レポートの生成 +構成を Intersightにプッシュ

•インプレース UCSドメイン移行

4. [次へ（Next）]をクリックします。

5. ソースデバイス（UCS Managerまたは UCS Central）を選択します。

6. 選択したデバイスの詳細を入力します。

（a）既存のデバイスの構成を移行する場合は、[既存のUCSManagerの選択/既存のUCS

Centralの選択（Select Existing UCS Manager/ Select Existing UCS Central）]オプションを
選択します。

（b）新しいUCS Manager/UCS Central構成を追加する場合は、[新しい UCS Managerの

追加/新しいUCS Centralの追加（Add New UCS Manager/ Add New UCS Central）]オプショ
ンを選択します。

該当のデバイスのドメイン IP/FQDN、ユーザー名とパスワードを入力します。必要に応
じて、[プロキシを使用（Use Proxy）]トグルボタンをオンにして、新しく追加されたデ
バイスのプロキシを有効にします。プロキシ設定インターフェイスでプロキシ設定の詳

細を追加します。プロキシ設定を有効にする手順については、「プロキシ設定」を参照

してください。

7. [更新（Refresh）]をクリックして、UCSManager/Centralデバイスから最新の構成とイン
ベントリの詳細を取得します。

選択したソースデバイスが UCS Centralの場合、[UCS Centralの選択（Choose UCS
Central）]ドロップダウンリストから UCS Centralインスタンスを選択できます。

[ダウンロード（Download）]リンクを使用して、現在のデバイスの構成 JSONファイル
とインベントリ JSONファイルをダウンロードできます。

構成 JSONファイルには、既存の UCS Manager/UCS Centralドメインに存在するソフト
ウェア構成の詳細情報が含まれています。
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インベントリ JSONファイルには、UCSManagerドメインまたはUCSCentralインスタン
スのすべての UCSドメインに存在するハードウェアインベントリの詳細情報が含まれ
ています。

これらのファイルは、トラブルシューティングの目的でテクニカルサポートチームと共

有できます。

•移行の追加中、ライブデバイスから取得された設定/インベントリは で表され、ファ

イルから取得された設定/インベントリ（ユーザーが手動でアップロード）は、[ソース

UCS/Intersightデバイスの選択（Select Source UCS/Intersight Device）]ページの で

示されます。

詳細については、「カスタムデバイスファイルのアップロード」を参照してください。

•エラーが発生した場合は、[強制取得（ForceFetch）]トグルボタンを有効にすると、ツー
ルが失敗したオブジェクトを無視して、残りのデバイスの構成の取得に進むことができま

す。

（注）

8. [次へ（Next）]をクリックします。

9. 接続先の Intersightアカウントを選択します。

（a）既存の Intersightアカウントに構成を移行する場合は、[既存のアカウントから選択
（Choose from existing account）]オプションを選択します。ステップ 12に進みます。

（b）新しい [SaaS Intersight]または新しい [Intersightアプライアンス VM（Intersight
Appliance VM）]アカウントに構成を移行する場合は、[新しいアカウントの追加（Add
new account）]オプションを選択します。ステップ 10に移動します。

リリース 4.0.1以降から、[Intersight SaaS]アカウントを選択する場合、以下に属するアカウン
トの地域も選択できます。米国または EU。

（注）

（c）宛先の Intersightアカウントの詳細を追加せずに変換準備レポートを生成する場合
は、[Insightデバイスなしで進む（Proceed without Intersight device）]オプションを選択
します。ステップ 12に進みます。

10. 次の手順を実行して、Intersightから APIキー IDを生成します。

1. Intersightアプリケーションにログインします。

2. 右上隅にある歯車アイコンをクリックし、[設定（Settings）]を選択します。

3. [API]セクションで、[APIキー（API Keys）]をクリックします。

4. ページの右上にある [APIキーの生成]をクリックします。
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5. [説明（Description）]フィールドに名前を入力し、[OpenAPIスキーマバージョン 2
またはバージョン 3の APIキー（API Key for OpenAPI Schema Version 2 or Version
3）]を選択します。

OpenAPIスキーマバージョン 2は、IMM移行ツール、リリース 3.0.1ではサポートされていま
せん。V2および V3スキーマの APIキーのサポートは、IMM Transition Tool、リリース 3.0.2
以降で利用できます。

（注）

6. [生成（Generate）]をクリックします。

APIキー IDと秘密鍵が生成されます。[クリップボードにコピー（Copy to Clipboard）]
の青いアイコンを使用して、これらの値をクリップボードにコピーします。IMM移行
ツールアプリケーションに戻ります。

11. 次のフィールドに入力します。

• APIキー ID：前の手順で生成された APIキー IDを入力します。

•秘密鍵：Intersightで生成された秘密鍵を入力します。

また、Intersightアプライアンス VMを選択した場合は、FQDNを入力します。

12. [次へ（Next）]をクリックします。

13. 移行に必要な設定を行います。

• [移行設定（Transition Settings）]フィールドのそれぞれの詳細については、[デフォ
ルト設定（Default Settings）]の [B.変換の移行設定（B.Transition Settings for
Conversion）]を参照してください。

•作成するすべての新しい移行の構成のデフォルトセットを定義するには、「デフォ
ルト設定」の「A.変換のデフォルト移行設定」を参照してください。

14. [次へ（Next）]をクリックします。

15. 変換する必要があるサービスプロファイル/テンプレートを選択します。

プロファイル名の横に、プロファイルの状態と物理サーバーとの関連付けの詳細が表示

されます。

上部にある検索バーを使用して、特定のサービスプロファイル/テンプレートを検索でき
ます。

検索バーの横にある [表示]ドロップダウンリストにフィルターを適用して、[すべて]ま
たは [テンプレート]を表示できます。

システムは、保留中の再起動、設定の失敗、またはその他の無効な状態などの状態のプロファ

イルに対して警告を表示します。これは、誤った設定につながる可能性があります。

（注）
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16. [次へ（Next）]をクリックします。

17. 「組織マッピング」ページの UCSMから Intersightへの変換されたオブジェクトのマッ
ピングを設定します。[詳細マッピング（Advanced Mapping）]または [デフォルトマッ
ピング（Default Mapping）]を選択できます。

[詳細マッピング（Advanced Mapping）]オプションは、単一または複数の UCS組織を
Intersight組織にマッピングするのに役立ちます。一方、[デフォルトマッピング（Default
Mapping）]オプションは、各 UCS組織を Intersightの同じ名前の Intersight組織にマッ
ピングします。

• [詳細マッピング（AdvancedMapping）]を選択した場合は、次の手順に進みます。

1. 新しい接続先を追加する場合は、[新規を追加（Add）]をクリックします。

2. UCS組織のリストから、1つ以上のUCS組織を選択し、Intersightの接続先組織
にマッピングします。

3. 接続先組織を共有組織として設定するには、[他の組織と共有（Share with Other
Organizations）]チェックボックスをオンにして、[共有（Share）]をクリック
します。

この場合、共有 Intersight接続先組織にマッピングされた UCS組織は、同じリ
ソースを共有します。

Cisco UCSM/Centralと同様のリソース継承を維持するには、ルー
ト組織と親組織を共有 Intersight接続先組織にマッピングしてか
ら、サブ組織を非共有 Intersight接続先組織にマッピングする必要
があります。

（注）

Intersightは推移的な共有をサポートしていないため、UCSM/Central
と同じ継承はできません。

組織が root、root/Org1、root/Org1/Org2である UCSMのシナリオ
を考えてみます。UCSMでは、Org2は Org1とルートの両方から
リソースを継承できますが、Org1はルートからリソースを継承し
ます。ただし、遷移的な共有がないため、Intersightで同じ継承構
造を複製することはできません。

Intersightでは、ルートをOrg1と共有すると制約が作成されます。
Org1を共有組織にすることはできません。これは、Intersightで
は、サブ組織（親組織が共有されている組織）自体を共有組織に

できないためです。この区別により、UCSMの継承構造を Intersight
に変換する場合は、慎重なアプローチが必要です。

（注）
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• [デフォルトマッピング（Default Mapping）]を選択した場合は、以下の手順に進み
ます。

1. 接続先 Intersight組織の名前を手動で入力するには、ルート組織名を入力しま
す。

•デフォルトのマッピングを使用する場合は、このページの
ルート組織名と、 [移行設定（Transition Settings）]ページ
のファブリックポリシーのターゲット組織名が異なってい

ることを確認してください。これらの値が同じ場合、 [マッ
ピングの確認（Mapping Confirmation）]ダイアログボック
スが表示されます。 [キャンセル]をクリックして、ルート組
織名を変更します。

• [移行設定（Transition Settings） ]ページで選択された [ファ
ブリックポリシーに対して選択したターゲット組織名（Target
Org Name for Fabric Policies）]が存在し、接続先の Intersight
アカウントで共有されている場合、 [マッピングの確認
（Mapping Confirmation）]ダイアログボックスが [組織マッ
ピング（Organization Mapping）]ページに表示されます。移
行中の競合を回避するには、 [キャンセル（Cancel）]をク
リックし、ファブリックポリシーに別のターゲット組織名

を入力します。

（注）

同じ名前のマッピング動作とは異なり、カスタマイズされたマッピングでは、

アカウントに対して複数の Intersight組織を作成する必要がありません。

2. [接続先 Intersight組織（Destination Intersight Org）]のソース USC組織名を保
持するには、[ソース組織パスを Intersight組織名に保持（Keep source Org path
in Intersight Org name）]オプションをオンにします。

[ソース組織パスを Intersight組織名に保持（Keep source Org path
in Intersight Org name）]が無効になっている場合、
「root/PROD/WINDOWS」および「root/NONPROD/WINDOWS」
は、Intersightで同じ「WINDOWS」組織に変換されます。ポリ
シー/プール/プロファイル/テンプレートオブジェクトの名前が両
方のソースUCS組織で同じである場合、これにより競合が発生す
る可能性があります。

（注）

3. ルート組織とリソースを共有するようにすべてのサブ組織を設定するには、[ルー
トをサブ組織と共有（ShareRootwithSub-orgs） ]オプションをオンにします。
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このオプションが無効になっている場合、サブ組織のプロファイルまたはテン

プレートで使用されるルート組織に存在するリソースは、対応する変換された

各組織に複製されます。

4. ステップ 19に進みます。

18. [今すぐマップ（Map Now）]をクリックします。

送信元組織と接続先組織のマッピングが完了すると、[マッピング済み（Mapped）]タ
グが接続先 Intersight組織の横に表示されます。また、[組織マッピング（Organization
Mapping）]ページの下部にあるマッピングセクションで、マッピングされた送信元組
織を表示することもできます。

[すべてのマッピング解除（Un-Map All）]オプションを使用して、選択した Intersightア
カウント内の既存の送信元組織から接続先組織へのマッピングをすべて解除します。ま

た、マッピングセクションに移動し、マッピングされたエンティティを選択し、そのエ

ンティティの 3点ドットをクリックして、マッピング解除オプションを選択することに
より、マッピングされた単一のエンティティをマッピング解除できます。

19. [次へ（Next）]をクリックします。

[詳細マッピング：（Advanced Mapping:）]がオンの場合、 [次へ（Next）]ボタンは、
すべての送信元 UCS組織が選択され、それぞれの接続先 Intersight組織にマップされて
いる場合にのみ有効と表示されます。

準備レポートが生成されます。設定属性がUCSManager/UCSCentralから取得され、IMM
に変換され、結果のレポートが生成されるため、このプロセスには数分かかる場合があ

ります。

UCSManager/Central構成のサイズと接続されているサーバの数によっては、一部の操作が完了
するまでにかなりの時間がかかる場合があります（1時間以上）。

（注）

20. [レポート（View Report）]をクリックしレポートを表示するか、[ダウンロード
（Download）]オプションを使用して PDF形式でレポートをダウンロードします。

レポートの解釈の詳細については、[移行準備レポートの解釈（Interpreting Transition
Readiness Report）]を参照してください。

選択した構成のレポート生成は 1回限りのアクティビティであり、再生成することはで
きません。これにより、移行の履歴が維持され、いつでも参照できるようになります。

構成を編集してレポートを生成する場合は、移行を複製できます。詳細については、「移

行管理」を参照してください。

21. [次へ（Next）]をクリックします。

[変換された構成を Intersightにプッシュする（Push converted configuration to Intersight）]
ページが表示されます。
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エラーが発生した場合は、[強制プッシュ（Force Push）]トグルボタンを有効にすると、ツー
ルが失敗したオブジェクトを無視して、Intersightへの構成のプッシュに進むことができます。

（注）

IMM移行ツールリリース 1.0.2以降では、使用可能な構成ファイルをダウンロードして
手動で編集し、[詳細オプション]を使用して同じものをアップロードできます。

22. [詳細オプション]をクリックし、編集したファイルを参照して、[アップロード]をクリッ
クします。

アップロードされたファイルは、構成を Intersightにプッシュするために使用されます。

23. [次へ（Next）]をクリックします。

Intersightとの接続が確立され、変換された構成属性が Intersightにプッシュされます。

•遷移が Intersightデバイスを使用する Intersightにプッシュされている場合、または UCS
Manager/UCS Centralデバイスから UCSM構成/インベントリをフェッチしている場合、デ
バイスの前のタスクが完了するまで、同じデバイスを他の遷移で使用することはできませ

ん。

•変換されたポリシーが Intersightにプッシュされている場合は、それらのポリシーのデフォ
ルトパスワードをリセットします。

（注）

24. [プッシュサマリを表示（View Push Summary）]をクリックして、変換された各オブ
ジェクトのプッシュステータスを表示します。

この概要により、各オブジェクトのプッシュステータスを知ることができます。各オブ

ジェクトステータスの横にある 3点ドットメニュー（...）をクリックすると、オブジェ
クトを Intersightにプッシュするために IMM移行ツールによって実行された詳細なコミッ
トが表示されます。ステータスには、次のいずれかを指定できます。

•成功（Success）：変換されたオブジェクトは、Intersightに正常にプッシュされまし
た。

•スキップ（Skipped）：変換されたオブジェクトは接続先の Intersightアカウントに
既に存在し、プッシュ操作でスキップされました。

•失敗（Failed）：変換されたオブジェクトを Intersightにプッシュできませんでした。

オブジェクトステータスの横にある3点ドットメニューをクリックして、プッシュ
の失敗の理由を確認します。

25. [次へ（Next）]をクリックして、[プッシュ機器構成（オプション）（Push Equipment
Configuration (Optional)）]ページに進みます。

26. [オプション] [プッシュ機器構成（オプション）（Push Equipment Configuration
(Optional)）]ページで、以下のアクションのいずれかを選択します。
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•機器構成（シャーシ/サーバ、SPANセッションのユーザーラベルとタグ）を接続先
の Intersightアカウントにプッシュするには、[次へ（Next）]をクリックします。

•構成が不要な場合にこの手順をスキップするには、[スキップ（Skip）]をクリック
します。

•機器構成をダウンロードするには、[ダウンロード（Download）]をクリックしま
す。

• IMM移行ツール、リリース 5.1.3以降では、このオプション
の手順をサポートしています。

•機器構成（シャーシ/サーバのユーザーラベルとタグ、SPAN
セッション）をプッシュする前に、接続先の Intersightアカウ
ントで機器が適切にクレームされ、検出されていることを確

認してください。

•構成が不要な場合は、この手順をスキップできます。機器固
有の構成をプッシュする必要がない場合、この手順は自動的

にスキップされます。

（注）

27. [機器プッシュの概要の表示（View Equipment Push Summary）]をクリックし、それぞ
れの機器構成のプッシュステータスを表示します

UCS Managerデバイスの自動インプレース移行のための
IMM移行の追加

IMM移行ツールリリース 5.0.1を使用すると、UCS Managerデバイスを UCSMモードから
Intersight管理モードに移行できます。UCSManagerデバイスの自動インプレース移行のために
遷移を追加するには、次の手順を実行します。

1. [IMM移行の追加（Add IMM Transition）]をクリックします。

2. 移行の名前を入力します。

3. [インプレース UCSドメイン移行（In-Place UCS Domain Migration）]を選択し、 [次へ
（Next）]をクリックします。

UCSドメインのインプレース移行の概要を含むガイド付きツアーが表示されます。これ
は、この移行に関連するすべてのステップを理解するのに役立ちます。この情報を再度

取得しないようにするには、 [このページを再度表示しない（Donot showthispageagain）
]チェックボックスをオンにします。

4. [開始（Start）]をクリックします。
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5. [送信元UCSデバイスの選択（Select Source UCS device）]ページで、送信元UCSManager
デバイスを選択します。

UCSManagerデバイスがUCS Centralによって管理されている場合は、UCS Centralを個別に変
換する必要があります。

（注）

6. 選択したデバイスの詳細を入力します。

(a).既存のデバイスの構成を移行する場合は、[既存の UCS Managerの選択（Select
Existing UCS Manager）]オプションを選択します。

(b).（b）新しいUCSManager構成を追加する場合は、[新しいUCS Managerの追加（Add
New UCS Manager）]オプションを選択します。

7. 新しい UCS Managerデバイスを追加する場合は、デバイスのドメイン IP/FQDN、ユー
ザー名、パスワード、およびユーザーラベルを入力します。

•移行の追加中、ライブデバイスから取得された設定/インベントリは で表され、ファ

イルから取得された設定/インベントリ（ユーザーが手動でアップロード）は、[ソース

UCS/Intersightデバイスの選択（Select Source UCS/Intersight Device）]ページの で

示されます。

詳細については、「カスタムデバイスファイルのアップロード」を参照してください。

•エラーが発生した場合は、[強制取得（ForceFetch）]トグルボタンを有効にすると、ツー
ルが失敗したオブジェクトを無視して、残りのデバイスの構成の取得に進むことができま

す。

（注）

8. [次へ（Next）]をクリックします。

9. 接続先の Intersightアカウントを選択します。

(a).[既存のアカウントから選択（Choose from existing account）]オプションを選択し、
既存の Intersightアカウントの構成を移行する場合は、手順 12に進みます。

(b).新しい [Intersight SaaS]または新しい [IntersightアプライアンスVM（IntersightAppliance
VM）]アカウントに構成を展開する場合は、[新しいアカウントの追加（Add new
account）]オプションを選択します。

10. 次の手順を実行して、Intersightから APIキー IDを生成します。

1. Intersightアプリケーションにログインします。

2. 右上隅にある歯車アイコンをクリックし、[設定（Settings）]を選択します。

3. [API]セクションで、[APIキー（API Keys）]をクリックします。
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4. ページの右上にある [APIキーの生成]をクリックします。

5. [説明（Description）]フィールドに名前を入力し、[OpenAPIスキーマバージョン 2
またはバージョン 3の APIキー（API Key for OpenAPI Schema Version 2 or Version
3）]を選択します。

OpenAPIスキーマバージョン 2は、IMM移行ツール、リリース 3.0.1ではサポートされていま
せん。V2および V3スキーマの APIキーのサポートは、IMM Transition Tool、リリース 3.0.2
以降で利用できます。

（注）

6. [生成（Generate）]をクリックします。

APIキー IDと秘密鍵が生成されます。[クリップボードにコピー（Copy to Clipboard）]
の青いアイコンを使用して、これらの値をクリップボードにコピーします。IMM移行
ツールアプリケーションに戻ります。

11. 次のフィールドに入力します。

• APIキー ID：前の手順で生成された APIキー IDを入力します。

•秘密鍵：Intersightで生成された秘密鍵を入力します。

•ユーザーラベル（User Label）：簡単に識別できるように、デバイスの [ユーザーラ
ベル（User Label）]を入力します。

• Intersight Appliance VM FQDN：Intersightアプライアンス VMを選択した場合は、
FQDNを入力します。

必要に応じて、[プロキシを使用（Use Proxy）]トグルボタンをオンにして、新しく追加
されたデバイスのプロキシを有効にします。プロキシ設定インターフェイスでプロキシ

設定の詳細を追加します。プロキシ設定を有効にする手順については、「プロキシ設定」

を参照してください。

12. [次へ（Next）]をクリックします。

13. [移行設定（Transition Settings）]ページで、移行に必要な設定を行います。詳細につい
ては、「デフォルト設定（Default Settings）」を参照してください。

14. [次へ（Next）]をクリックします。

15. [サービスプロファイル/テンプレートの選択（Select Service Profiles/Templates）]ページ
で、変換する必要があるプロファイルまたはテンプレートを選択します。デフォルトで

は、このページのすべてのプロファイルが選択されています。

プロファイル名の横に、プロファイルの状態と物理サーバーとの関連付けの詳細が表示

されます。

検索バーの横にある [表示]ドロップダウンリストにフィルターを適用して、[すべて]ま
たは [テンプレート]を表示できます。
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•システムは、保留中の再起動、設定の失敗、またはその他の無効な状態などの状態のプロ
ファイルに対して警告を表示します。これは、誤った設定につながる可能性があります。

• 100を超えるサービスプロファイルをプッシュしようとすると、警告が表示されます。

（注）

16. [次へ（Next）]をクリックします。

17. [組織マッピング（Organization Mapping）]ページのUCSMから Intersightへの変換され
たオブジェクトのマッピングを構成します。[詳細マッピング（AdvancedMapping）]ま
たは [デフォルトマッピング（Default Mapping）]を選択できます。

[詳細マッピング（Advanced Mapping）]オプションは、単一または複数の UCS組織を
Intersight組織にマッピングするのに役立ちます。一方、[デフォルトマッピング（Default
Mapping）]オプションは、各 UCS組織を Intersightの同じ名前の Intersight組織にマッ
ピングします。

• [詳細マッピング（AdvancedMapping）]を選択した場合は、次の手順に進みます。

1. 新しい接続先を追加する場合は、[新規を追加（Add）]をクリックします。

2. UCS組織のリストから、1つ以上のUCS組織を選択し、Intersightの接続先組織
にマッピングします。

3. 接続先組織を共有組織として設定するには、[他の組織と共有（Share with Other
Organizations）]チェックボックスをオンにして、[共有（Share）]をクリック
します。

この場合、共有 Intersight接続先組織にマッピングされた UCS組織は、同じリ
ソースを共有します。

Cisco UCSM/Centralと同様のリソース継承を維持するには、ルー
ト組織と親組織を共有 Intersight接続先組織にマッピングしてか
ら、サブ組織を非共有 Intersight接続先組織にマッピングする必要
があります。

（注）
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Intersightは推移的な共有をサポートしていないため、UCSM/Central
と同じ継承はできません。

組織が root、root/Org1、root/Org1/Org2である UCSMのシナリオ
を考えてみます。UCSMでは、Org2は Org1とルートの両方から
リソースを継承できますが、Org1はルートからリソースを継承し
ます。ただし、遷移的な共有がないため、Intersightで同じ継承構
造を複製することはできません。

Intersightでは、ルートをOrg1と共有すると制約が作成されます。
Org1を共有組織にすることはできません。これは、Intersightで
は、サブ組織（親組織が共有されている組織）自体を共有組織に

できないためです。この区別により、UCSMの継承構造を Intersight
に変換する場合は、慎重なアプローチが必要です。

（注）

• [デフォルトマッピング（Default Mapping）]を選択した場合は、以下の手順に進み
ます。

1. 接続先 Intersight組織の名前を手動で入力するには、ルート組織名を入力しま
す。

•デフォルトのマッピングを使用する場合は、このページの
ルート組織名と、 [移行設定（Transition Settings）]ページ
のファブリックポリシーのターゲット組織名が異なってい

ることを確認してください。これらの値が同じ場合、 [マッ
ピングの確認（Mapping Confirmation）]ダイアログボック
スが表示されます。 [キャンセル]をクリックして、ルート組
織名を変更します。

• [移行設定（Transition Settings） ]ページで選択された [ファ
ブリックポリシーに対して選択したターゲット組織名（Target
Org Name for Fabric Policies）]が存在し、接続先の Intersight
アカウントで共有されている場合、 [マッピングの確認
（Mapping Confirmation）]ダイアログボックスが [組織マッ
ピング（Organization Mapping）]ページに表示されます。移
行中の競合を回避するには、 [キャンセル（Cancel）]をク
リックし、ファブリックポリシーに別のターゲット組織名

を入力します。

（注）

同じ名前のマッピング動作とは異なり、カスタマイズされたマッピングでは、

アカウントに対して複数の Intersight組織を作成する必要がありません。
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2. [接続先 Intersight組織（Destination Intersight Org）]のソース USC組織名を保
持するには、[ソース組織パスを Intersight組織名に保持（Keep source Org path
in Intersight Org name）]オプションをオンにします。

[ソース組織パスを Intersight組織名に保持（Keep source Org path
in Intersight Org name）]が無効になっている場合、
「root/PROD/WINDOWS」および「root/NONPROD/WINDOWS」
は、Intersightで同じ「WINDOWS」組織に変換されます。ポリ
シー/プール/プロファイル/テンプレートオブジェクトの名前が両
方のソースUCS組織で同じである場合、これにより競合が発生す
る可能性があります。

（注）

3. ルート組織とリソースを共有するようにすべてのサブ組織を設定するには、[ルー
トをサブ組織と共有（ShareRootwithSub-orgs） ]オプションをオンにします。

このオプションが無効になっている場合、サブ組織のプロファイルまたはテン

プレートで使用されるルート組織に存在するリソースは、対応する変換された

各組織に複製されます。

4. ステップ 19に進みます。

18. [今すぐマップ（Map Now）]をクリックします。

送信元組織と接続先組織のマッピングが完了すると、[マッピング済み（Mapped）]タ
グが接続先 Intersight組織の横に表示されます。また、[組織マッピング（Organization
Mapping）]ページの下部にあるマッピングセクションで、マッピングされた送信元組
織を表示することもできます。

[すべてのマッピング解除（Un-Map All）]オプションを使用して、選択した Intersightア
カウント内の既存の送信元組織から接続先組織へのマッピングをすべて解除します。ま

た、マッピングセクションに移動し、マッピングされたエンティティを選択し、そのエ

ンティティの 3点ドットをクリックして、マッピング解除オプションを選択することに
より、マッピングされた単一のエンティティをマッピング解除できます。

19. [次へ（Next）]をクリックします。

[詳細マッピング：（Advanced Mapping:）]がオンの場合、 [次へ（Next）]ボタンは、
すべての送信元 UCS組織が選択され、それぞれの接続先 Intersight組織にマップされて
いる場合にのみ有効と表示されます。

準備レポートが生成されます。設定属性が UCS Managerから取得され、IMMに変換さ
れ、結果のレポートが生成されるため、このプロセスには数分かかる場合があります。

UCSManager構成のサイズと接続されているサーバの数によっては、一部の操作が完了するま
でにかなりの時間がかかる場合があります（1時間以上）。

（注）
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20. [レポート（View Report）]をクリックしレポートを表示するか、[ダウンロード
（Download）]オプションを使用して PDF形式でレポートをダウンロードします。

[エラーと警告の概要（Errors and Warnings Overview）]セクションには、移行プロセスに関
連する問題が表示されます。このセクションでエラーが発生した場合は続行できません。エ

ラーを手動で解決してから、移行を再試行してください。

（注）

レポートの解釈の詳細については、[移行準備レポートの解釈（Interpreting Transition
Readiness Report）]を参照してください。

選択した構成のレポート生成は 1回限りのアクティビティであり、再生成することはで
きません。これにより、移行の履歴が維持され、いつでも参照できるようになります。

構成を編集してレポートを生成する場合は、移行を複製できます。詳細については、「移

行管理」を参照してください。

21. [次へ（Next）]をクリックします。

準備状況レポートで警告を確認しながら続行すると、[準備状況レポートの確認（Readiness
Report Confirmation）]ダイアログボックスが表示されます。

22. [確認（I Acknowledge）]チェックボックスをオンにして、 [OK]をクリックします。

[変換された構成を Intersightにプッシュする（Push converted configuration to Intersight）]
ページが表示されます。

エラーが発生した場合は、[強制プッシュ（Force Push）]トグルボタンを有効にすると、ツー
ルが失敗したオブジェクトを無視して、Intersightへの構成のプッシュに進むことができます。

（注）

IMM移行ツールリリース 1.0.2以降では、使用可能な構成ファイルをダウンロードして
手動で編集し、[詳細オプション]を使用して同じものをアップロードできます。

23. [詳細オプション]をクリックし、編集したファイルを参照して、[アップロード]をクリッ
クします。

アップロードされたファイルは、構成を Intersightにプッシュするために使用されます。

24. [次へ（Next）]をクリックします。

Intersightとの接続が確立され、変換された構成属性が Intersightにプッシュされます。

•遷移が Intersightデバイスを使用する Intersightにプッシュされている場合、または UCS
Managerデバイスから UCSM構成/インベントリをフェッチしている場合、デバイスの前
のタスクが完了するまで、同じデバイスを他の遷移で使用することはできません。

•変換されたポリシーが Intersightにプッシュされている場合は、それらのポリシーのデフォ
ルトパスワードをリセットします。

（注）
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25. [プッシュサマリを表示（View Push Summary）]をクリックして、変換された各オブ
ジェクトのプッシュステータスを表示します。

この概要により、各オブジェクトのプッシュステータスを知ることができます。各オブ

ジェクトステータスの横にある 3点ドットメニュー（...）をクリックすると、オブジェ
クトを Intersightにプッシュするために IMM移行ツールによって実行された詳細なコミッ
トが表示されます。ステータスには、次のいずれかを指定できます。

•成功（Success）：変換されたオブジェクトは、Intersightに正常にプッシュされまし
た。

•スキップ（Skipped）：変換されたオブジェクトは接続先の Intersightアカウントに
既に存在し、プッシュ操作でスキップされました。

•失敗（Failed）：変換されたオブジェクトを Intersightにプッシュできませんでした。

オブジェクトステータスの横にある3点ドットメニューをクリックして、プッシュ
の失敗の理由を確認します。

26. [次へ（Next）]をクリックします。プッシュの概要にエラーが発生した場合、[プッシュ
概要の確認（Push Summary Confirmation）]ポップアップウィンドウが表示されます。
[OK]をクリックして続行します。

27. [バックアップ（Backup）]ページが表示されます。

UCSMセットアップのフルステートバックアップは、続行する前に取得され、必要に応
じてロールバックが可能であることを確認します。ロールバックの実行方法の詳細につ

いては、Cisco UCSManager AdministrationManagement Guide 4.3 - Backup and Restore [Cisco
UCS Manager] - Ciscoを参照してください。

Cisco UCSManagerリリース 4.2(3d)以降では、パスワード暗号化キーを設定せずにバックアッ
プ設定ファイルを作成したり、バックアップ設定ファイルをインポートしたりすることはでき

ません。詳細については、『Cisco UCS Managerアドミニストレーション管理ガイド、4.3』を
参照してください。

（注）

28. バックアップ構成ファイルをダウンロードする場合は、 [ダウンロード（Download）]を
クリックするか、 [次へ（Next）]をクリックします。

29. 設定の消去（Erase Configuration）]ページで、次のオプションを選択します。

•設定の消去（Erase Configuration）：ファブリックインターコネクトが工場出荷時
のデフォルト値にリセットされ、Intersightモードで再設定されます。初期設定は、
DHCPを介して自動的に実行するか、デバイスのコンソールポートを使用して手動
で実行できます。

•モードの変更（ChangeMode） :ファブリックインターコネクトは、初期セットアッ
プを必要とせずに自動的に Intersight管理モードに切り替えられます。このオプショ
ンにより、 DHCPサーバーまたは手動操作の実行が不要になります。
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モード変更（Change Mode）オプションを使用するには、UCSMモードで実行されているデ
バイスのファブリックインターコネクトのファームウェアバージョンが 4.3(5c)以降である必
要があります。モードの変更は、IMM移行ツール 5.0.3以降でのみ使用できます。

（注）

[設定の消去（Erase Configuration）]ページで、既存の設定を消去したり、モード操作
を変更する前に、必須の検証が実行されます。検証が完了し、エラーが検出されなくな

ると、選択内容に応じて、 [設定の消去（Erase Configuration）]または [モード変更
（Change Mode）]ボタンが有効になります。エラーがある場合は、 [再試行（Retry） ]
ボタンをクリックして検証チェックを再試行できます。

既存の UCS環境に対して次のチェックを実行します。

1. 移行を続行する前に、すべてのサーバーが電源オフ状態であることを確認します。これ
により、IMMでドメインを再設定する前に、それらがクリーンな状態であることが保証さ
れます。サーバーの電源がオフになっていない場合は、クリーンシャットダウンして検証

を再試行します。

2. 既存の UCS Managerドメインは、接続先の Intersightアカウントによって要求しないでく
ださい。これにより、サーバーシリアル番号へのサーバープロファイルの事前割り当て

が正しく機能しなくなります。続行するには、まず Intersightから UCS Managerドメイン
の要求を解除します

3. HTTPSと SSHの両方のアクセスが、IMM移行ツールと UCSドメイン内の両方のファブ
リックインターコネクトの IP間で開かれている必要があります。これらのプロトコルは、
消去、セットアップ、および要求の手順を実行するために必要です。

（注）

30. [設定の消去（Erase Configuration）]または [モードの変更（Change Mode）]をクリッ
クします。

• [設定の消去（Erase Confirmation）]ダイアログボックスで、デバイスパスワード
を入力してすべての設定を消去することを確認し、 [続行（Continue）]をクリック
します。このアクションにより、デバイスからすべての構成とドメイン情報が削除

されます。

または、自動プロセスが失敗した場合は、 [スキップ（Skip）]をクリックして手動
で設定を削除します。

[スキップ]をクリックして手動で設定を消去した場合は、設定の
消去の手順を変更することはできません。続行するには、手動で

設定を消去する必要があります。

（注）
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• [モード変更Mode）]を選択すると、両方のファブリックインターコネクト（FI）が
再起動時に自動的に Intersight管理対象モードに切り替わります。この操作には最大
30分かかる可能性があります。モード変更操作が完了すると、 [次へ]ボタンが有効
になります。 [次へ（Next）]をクリックし、手順 34に進んで詳細な手順を表示し
ます。

[モード変更（Change Mode）]オプションで [スキップ）]を選択
すると初期セットアップがバイパスされ、モード変更操作を手動

で完了する必要があります。

（注）

31. [次へ（Next）]をクリックします。[初期設定（Initial Setup）]ページが表示されます。

32. 次のいずれかのオプションを選択します。

• DHCPサーバーがある場合は、 [はい（Yes）]をクリックして、ファブリックイン
ターコネクト Aとファブリックインターコネクト Bの両方の IPの詳細を入力しま
す。これにより、移行ツールによって初期セットアップが自動的に完了します。

• DHCPサーバーがない場合は、 [いいえ（No）]をクリックします。移行ツールは、
必要なすべての値を画面に表示します。コンソールケーブルを各ファブリックイン

ターコネクトに接続し、初期セットアップを手動で完了します。詳細については、

「ファブリックインターコネクトのセットアップ（SettingUpFabric Interconnects）」
を参照してください。

•必須フィールドに UCSMデバイスの管理パスワードを入力してください。

• DHCPサーバーは、ファブリックインターコネクトの管理インターフェイスが接続されて
いるネットワーク上のサーバーです。

（注）

33. [次へ（Next）]をクリックします。

前の手順で DHCPサーバーを使用できなかった場合は、 [IMMモードでの手動初期設定の確
認（Manual Initial Setup in IMM Mode Confirmation）]ダイアログボックスが表示されます。
手動初期設定が完了したら、 [OK]をクリックします。

（注）

[Intersightへの請求（Claim to Intersight）]ページが表示されます。

34. [プロキシの構成（Configure Proxy）]トグルボタンをオンにして、プロキシを使用して
Intersightに接続するようにファブリックインターコネクトデバイスコネクタを構成し
ます。

1. [プロキシホスト名（Proxy Hostname）]または [IP]を入力します
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2. プロキシポート番号を入力します。

3. プロキシ設定で認証が必要な場合は、[認証（Authentication）]を切り替えてオンに
するか、手順 eに進みます。

4. ユーザー名とパスワードを入力します。

5. [Save（保存）]をクリックします。

または、自動プロセスが失敗した場合は、 [スキップ（Skip）]をクリックして続行し、
手動で要求操作を実行します。

35. [次へ（Next）]をクリックします。

36. [割り当てと展開：ドメインプロファイル（Assign and Deploy - Domain Profile）]ペー
ジで詳細を確認し、 [次へ（Next）]をクリックしてファブリックインターコネクトへの
ドメインプロファイルの割り当てと展開を開始します。展開が完了したら、 [OK]をク
リックします。

• IMM移行ツールリリース 5.0.1は、インプレースドメイン移行の複製をサポートしてい
ません。

•リリース 5.0.3以降、IMM移行ツールでは、インプレースドメイン移行の移行の複製が可
能です。この操作は、移行が完了しておらず、 [設定の消去（Erase Configuration）]操作
がまだ実行されていない場合にのみ実行できます。

（注）

37. [次へ（Next）]をクリックして、[プッシュ機器設定（オプション）（Push Equipment
Configuration (Optional)）]ページに進みます。

38. [オプション] [プッシュ機器構成（オプション）（Push Equipment Configuration
(Optional)）]ページで、以下のアクションのいずれかを選択します。

•機器構成（シャーシ/サーバ、SPANセッションのユーザーラベルとタグ）を接続先
の Intersightアカウントにプッシュするには、[次へ（Next）]をクリックします。

•構成が不要な場合にこの手順をスキップするには、[スキップ（Skip）]をクリック
します。

•機器構成をダウンロードするには、[ダウンロード（Download）]をクリックしま
す。
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• IMM移行ツール、リリース 5.1.3以降では、このオプション
の手順をサポートしています。

•機器構成（シャーシ/サーバのユーザーラベルとタグ、SPAN
セッション）をプッシュする前に、目的地の Intersightアカウ
ントで機器が適切にクレームされ、検出されていることを確

認してください。

•構成が不要な場合は、この手順をスキップできます。機器固
有の構成をプッシュする必要がない場合、この手順は自動的

にスキップされます。

（注）

39. [機器プッシュの概要の表示（View Equipment Push Summary）]をクリックし、それぞ
れの機器構成のプッシュステータスを表示します

クローニングのための IMM移行の追加
Intersightアカウントのクローニングを開始するには、次の手順を実行します。

1. [IMM移行の追加（Add IMM Transition）]をクリックします。

2. 移行の名前を入力します。

3. 移行のタイプを選択します。

構成をクローニングして、ある Intersightアカウントから別のアカウントに移行する場合
は、[Intersightのクローニング（Clone Intersight）]を選択します。このオプションは、
2つの SaaS Intersightアカウント間、2つの仮想アプライアンスアカウント間で、仮想ア
プライアンス Intersightアカウントからクラウド Intersightアカウントに、またはその逆
に構成ポリシーを移行するために使用できます。クローニングでサポートされる機能の

詳細については、「クローニングでサポートされる機能」を参照してください。

4. [次へ（Next）]をクリックします。

5. 送信元 Intersightアカウントを選択します。

（a）既存の Intersightアカウントの構成を移行する場合は、[既存のアカウントから選択
（Choose from existing account）]オプションを選択します。

（b）新しい [Intersight SaaS]または新しい [Intersightアプライアンス VM（Intersight
Appliance VM）]アカウントの構成を移行する場合は、[新しいアカウントの追加（Add
new account）]オプションを選択します。APIキー IDと秘密鍵の詳細については、手順
8と 9を参照してから、手順 7に進んでください。必要に応じて、プロキシ設定を有効
にします。プロキシ設定を有効にする手順については、「プロキシ設定」を参照してく

ださい。
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•移行の追加中、ライブデバイスから取得された設定/インベントリは で表され、ファ

イルから取得された設定/インベントリ（ユーザーが手動でアップロード）は、[ソース

UCS/Intersightデバイスの選択（Select Source UCS/Intersight Device）]ページの で

示されます。

詳細については、「カスタムデバイスファイルのアップロード」を参照してください。

•エラーが発生した場合は、[強制取得（Force Fetch）]トグルボタンを有効にすると、ツー
ルが失敗したオブジェクトを無視して、残りのデバイスの構成の取得に進むことができま

す。

（注）

6. [更新（Refresh）]をクリックして、既存の Intersightアカウントから最新の構成を取得
し、手順 11に進みます。

[ダウンロード（Download）]リンクを使用して、構成 JSONファイルをダウンロードで
きます。

構成 JSONファイルには、既存の Intersightアカウントに存在するソフトウェア構成の詳
細情報が含まれています。

このファイルは、トラブルシューティングの目的でテクニカルサポートチームと共有で

きます。

7. [次へ（Next）]をクリックします。

8. 接続先の Intersightアカウントを選択します。

（a）既存の Intersightアカウントの構成を移行する場合は、[既存のアカウントから選択
（Choose from existing account）]オプションを選択し、手順 11に進みます。

（b）新しい [Intersight SaaS]または新しい [Intersightアプライアンス VM（Intersight
Appliance VM）]アカウントに構成を移行する場合は、[新しいアカウントの追加（Add
newaccount）]オプションを選択します。必要に応じて、プロキシ設定を有効にします。
プロキシ設定を有効にする手順については、「プロキシ設定」を参照してください。

リリース 4.0.1以降から、[Intersight SaaS]アカウントを選択する場合、以下に属するアカウン
トの地域も選択できます。米国または EU。

（注）

9. 次の手順を実行して、Intersightから APIキー IDを生成します。

1. Intersightアプリケーションにログインします。

2. 右上隅にある歯車アイコンをクリックし、[設定（Settings）]を選択します。

3. [API]セクションで、[APIキー（API Keys）]をクリックします。
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4. ページの右上にある [APIキーの生成]をクリックします。

5. [説明（Description）]フィールドに名前を入力し、[OpenAPIスキーマバージョン 2
またはバージョン 3の APIキー（API Key for OpenAPI Schema Version 2 or Version
3）]を選択します。

6. [生成（Generate）]をクリックします。

APIキー IDと秘密鍵が生成されます。[クリップボードにコピー（Copy to Clipboard）]
の青いアイコンを使用して、これらの値をクリップボードにコピーします。IMM移行
ツールアプリケーションに戻ります。

10. 次のフィールドに入力します。

• APIキー ID：前の手順で生成された APIキー IDを入力します。

•秘密鍵：Intersightで生成された秘密鍵を入力します。

また、Intersightアプライアンス VMを選択した場合は、FQDNを入力します。

11. [次へ（Next）]をクリックします。

12. 移行に必要な設定を行います。

• IMM移行ツール 3.1.1以降では、アカウントのクローン作成中に、すべての UCS
サーバープロファイルで割り当てられた IDを保持できます。^詳細については、
「デフォルト設定」の「C.クローンの移行設定」セクションを参照してください。

13. [Next]をクリックします。

14. このページから、[選択的クローニング（Selective Cloning）]または [フルクローニング
（Full Cloning）]を選択できます。

•変換する必要があるサーバープロファイル/テンプレート、シャーシプロファイル/
テンプレートまたはドメインプロファイル/テンプレートを選択するために、[選択
的クローニング（Selective Cloning）]を選択します。

-プロファイル名の横に、プロファイル名、プロファイルの状態と物理サーバーと
の関連付けの詳細が表示されます。

-上部にある検索バーを使用して、特定のサーバープロファイル/テンプレートを検
索できます。

-検索バーの横にある [表示（Show）]ドロップダウンリストで、テンプレート、組
織、プロファイル、テンプレートのみを表示するようにフィルタを適用できます。

•すべての組織、サーバープロファイル/テンプレート、シャーシプロファイル/テン
プレート、またはドメインプロファイル/テンプレートとそれらに関連付けられたポ
リシーをクローンするには、[フルクローニング（Full Cloning）]を選択します。
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• IMM移行ツールリリース 4.0.1で、クローニングが必要な特定のサーバープロファイル
を選択できます。

• IMM移行ツールリリース 4.1.1で、クローニングが必要な特定のサーバー、シャーシ、ド
メインプロファイルを選択できます。関連するポリシーとテンプレートも自動的にクロー

ニングされます。

•システムは、保留中の再起動、設定の失敗、またはその他の無効な状態などの状態のプロ
ファイルに対して警告を表示します。これは、誤った設定につながる可能性があります。

（注）

15. [次へ（Next）]をクリックします。

16. [組織のマッピング（OrganizationMapping）]ページで、複製された組織のソース Intersight
アカウントから接続先Intersightアカウントへのマッピングを設定します。[詳細マッピン
グ（Advanced Mapping）]または [デフォルトマッピング（Default Mapping）]を選択
できます。

[詳細マッピング（Advanced Mapping）]オプションは、単一の Intersight組織または複
数のソース Intersight組織を接続先 Intersight組織にマッピングするのに役立ちます。

1. [詳細マッピング（Advanced Mapping）]を選択した場合は、次の手順に進みます。

1. 新しい接続先を追加する場合は、[新規を追加（Add）]をクリックします。

2. ソース Intersight組織のリストから 1つ以上のソース Intersight組織を選択し、そ
れを Intersight内の接続先組織にマップして、[今すぐマップ]をクリックします。
すべてのマッピングが完了するまでこの手順を繰り返します。

3. 接続先組織を共有組織として設定するには、接続先組織名の横にある省略記号
（...）をクリックし、 [他の組織と共有（Share with other orgs）]オプションを
選択します。

この場合、共有 Intersight接続先組織にマッピングされたソース Intersight組織
は、同じリソースを共有します。
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•高度なマッピングの場合

• [次へ（Next）]ボタンは、すべての送信元 Intersight組織を選択し、それぞれの接続先
Intersight組織にマッピングした後にのみアクティブになります。

• IMM移行ツールリリース 5.1.3以降では、異なる送信元組織の複数のポリシーに同じ
名前があり、単一の接続先組織にマップされている場合、次の手順に進むとポップ

アップメッセージが表示されます。このメッセージには、[ポリシーの名前変更
（Rename Policies）]トグルボタンを有効にするオプションがあります。

• [ポリシーの名前変更を有効にする（Enable Rename Policies）]：このトグルを有
効にすると、ツールは、送信元組織名を元の名前に追加して、競合するすべての

ポリシーの名前を自動的に変更します。

• [名前の変更ポリシーを有効にしない（Do Not Enable Policies）] :トグルを有効に
しない場合、ツールは、競合する名前で検出された最初のポリシーのみを変換

し、その同じ名前を持つ他のすべてのポリシーを複製構成中にスキップします。

• IMM移行ツールリリース 5.1.1以降では、Clone Intersight移行の組織マッピングがサポー
トされています。

•選択したソース Intersight組織が組織共有ルールに準拠していない場合、ツールはその組
織へのアクセスをあいまいにするか、無効にしてマッピングを防ぎます。

•組織共有ルール

•共有組織を、プロファイルを含む組織と同時にマッピングすることはできません。

•共有送信元組織は、すでに別の共有組織の受信者である接続先組織にマップすること
はできません。その逆も同様です。すでに共有接続先組織の受信者である Intersight
組織を共有送信元組織とマッピングすることはできません。

•すべてのマッピングされたソース組織からの合計リソースグループが組織ごとの 10
の制限を超えると、マッピング操作は失敗し、エラーメッセージが表示されます。

•共有組織は、すでに関連付けられているリソースグループを含む接続先組織にマッピ
ングできません。これを許可するには、

delete_existing_resource_group_memberships_for_intersight_shared_orgs設定を有効に
します。

•リソースグループが含まれる送信元組織は、共有の接続先組織にマッピングできませ
ん。リソースグループは、共有組織ではサポートされていません。

（注）

送信元組織と接続先組織のマッピングが完了すると、[マッピング済み（Mapped）]
タグが接続先 Intersight組織の横に表示されます。また、接続先 Intersight組織名を
選択して、組織マッピングページの下部にあるマッピングセクションで、マッピン

グされたソース組織を確認することもできます。
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[すべてのマッピング解除（Un-MapAll）]オプションを使用して、選択した Intersight
アカウント内の既存の送信元組織から接続先組織へのマッピングをすべて解除しま

す。または、単一のエンティティをマッピング解除するには、マッピングセクショ

ンに移動し、マッピングされた特定のエンティティを選択し、その横にある3点ドッ
トメニューをクリックして、 [マップ解除（Un-map）]オプションを選択します。

2. [デフォルトマッピング（Default Mapping）]オプションは、各ソース Intersight組
織を同じ名前の Intersight組織にマッピングします。

17. [Next]をクリックします。

以前の手順で [詳細マッピング：（Advanced Mapping:）]がオンになっている場合、 [次
へ（Next）]ボタンは、すべての送信元 Intersight組織が選択され、それぞれの接続先
Intersight組織にマップされている場合にのみ有効です。

18. [次へ（Next）]をクリックします。

[クローニングされた構成を Intersightにプッシュする（Push cloned configuration to
Intersight）]ページが表示されます。

• IMM移行ツールリリース 5.0.1では、 [機器のプッシュ（Push Equipment） ]トグルボタ
ンを有効にすることで、変換されたSPAN構成をプッシュできます。ただし、すべてのイ
ンベントリが完全に検出され、すべてのプロファイルが割り当てられて展開されている必

要があります。

• IMM移行ツールリリース 5.0.3では、 [機器構成のプッシュ（Push Equipment
Configuration）]トグルを有効にして、次の 2つのオプションから選択できます。

1. プッシュ構成 +機器：ユーザーラベル、タグ、 SPANセッションなどの機器関連の構
成要素とともに構成をプッシュします。

2. [機器のみのプッシュ（PushEquipmentOnly）]：機器関連の設定要素（SPANセッショ
ン、ハードウェアに割り当てられたユーザーラベルおよびタグ）のみをプッシュしま

す。

ただし、すべての一覧を完全に検出し、すべてのプロファイルを割り当てて展開する

必要があります。

• IMM移行ツールリリース 5.1.3では、対象の Intersightアカウントでデバイスを登録およ
び検出した後、オプション手順として機器固有の構成項目を Intersightにプッシュできま
す。詳細については、手順 23を参照してください。

•エラーが発生した場合は、[強制プッシュ（Force Push）]トグルボタンを有効にすると、
ツールが失敗したオブジェクトを無視して、Intersightへの構成のプッシュに進むことがで
きます。

• IMM移行ツールリリース 1.0.2以降では、使用可能な構成ファイルをダウンロードして手
動で編集し、[詳細オプション]を使用して同じものをアップロードできます。

（注）
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19. [詳細オプション]をクリックし、編集したファイルを参照して、[アップロード]をクリッ
クします。

アップロードされたファイルは、構成を Intersightにプッシュするために使用されます。

20. [次へ（Next）]をクリックします。

Intersightとの接続が確立され、変換された構成属性が Intersightにプッシュされます。

21. [プッシュサマリを表示（View Push Summary）]をクリックして、変換された各オブ
ジェクトのプッシュステータスを表示します。

この概要により、各オブジェクトのプッシュステータスを知ることができます。各オブ

ジェクトステータスの横にある 3つのドット（...）をクリックすると、オブジェクトを
Intersightにプッシュするために IMM移行ツールによって実行された詳細なコミットが
表示されます。ステータスには、次のいずれかを指定できます。

•成功（Success）：変換されたオブジェクトは、Intersightに正常にプッシュされまし
た。

•スキップ（Skipped）：変換されたオブジェクトは接続先の Intersightアカウントに
既に存在し、プッシュ操作でスキップされました。

•失敗（Failed）：変換されたオブジェクトを Intersightにプッシュできませんでした。

オブジェクトステータスの横にある3点ドットメニューをクリックして、プッシュ
の失敗の理由を確認します。

22. [次へ（Next）]をクリックして、[プッシュ機器構成（オプション）（Push Equipment
Configuration (Optional)）]ページに進みます。

23. [オプション] [プッシュ機器構成（オプション）（Push Equipment Configuration
(Optional)）]ページで、以下のアクションのいずれかを選択します。

•機器構成（シャーシ/サーバ、SPANセッションのユーザーラベルとタグ）を接続先
の Intersightアカウントにプッシュするには、[次へ（Next）]をクリックします。

•構成が不要な場合にこの手順をスキップするには、[スキップ（Skip）]をクリック
します。

•機器構成をダウンロードするには、[ダウンロード（Download）]をクリックしま
す。

Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
54

遷移

クローニングのための IMM移行の追加



• IMM移行ツール、リリース 5.1.3以降では、このオプション
の手順をサポートしています。

•機器構成（シャーシ/サーバのユーザーラベルとタグ、SPAN
セッション）をプッシュする前に、接続先の Intersightアカウ
ントで機器が適切にクレームされ、検出されていることを確

認してください。

•構成が不要な場合は、この手順をスキップできます。機器固
有の構成をプッシュする必要がない場合、この手順は自動的

にスキップされます。

（注）

24. [機器プッシュの概要の表示（View Equipment Push Summary）]をクリックし、それぞ
れの機器構成のプッシュステータスを表示します

アップロードした構成をプッシュするための IMM移行の
追加

JSON構成ファイルを直接アップロードし、Intersightアカウントにプッシュするには、次の手
順を実行します。

1. [IMM移行の追加（Add IMM Transition）]をクリックします。

2. 移行の名前を入力します。

3. [構成のアップロード+ Intersightにプッシュ（Upload Configuration + Push to Intersight）]
を選択して、JSON構成ファイルをアップロードし、Intersightにプッシュします。

4. [次へ（Next）]をクリックします。

5. 接続先の Intersightアカウントを選択します。

（a）[既存のアカウントから選択（Choose from existing account）]オプションを選択し、
既存の Intersightアカウントの構成を移行する場合は、手順 8に進みます。

（b）新しい [Intersight SaaS]または新しい [Intersightアプライアンス VM（Intersight
Appliance VM）]アカウントに構成をアップロードする場合は、[新しいアカウントの追
加（Add new account）]オプションを選択します。

6. 次の手順を実行して、Intersightから APIキー IDを生成します。

1. Intersightアプリケーションにログインします。

2. 右上隅にある歯車アイコンをクリックし、[設定（Settings）]を選択します。

3. [API]セクションで、[APIキー（API Keys）]をクリックします。
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4. ページの右上にある [APIキーの生成]をクリックします。

5. [説明（Description）]フィールドに名前を入力し、[OpenAPIスキーマバージョン 2
またはバージョン 3の APIキー（API Key for OpenAPI Schema Version 2 or Version
3）]を選択します。

6. [生成（Generate）]をクリックします。

APIキー IDと秘密鍵が生成されます。[クリップボードにコピー（Copy to Clipboard）]
の青いアイコンを使用して、これらの値をクリップボードにコピーします。IMM移行
ツールアプリケーションに戻ります。

7. 次のフィールドに入力します。

• APIキー ID：前の手順で生成された APIキー IDを入力します。

•秘密鍵：Intersightで生成された秘密鍵を入力します。

また、Intersightアプライアンス VMを選択した場合は、FQDNを入力します。

8. [次へ（Next）]をクリックします。

[構成を Intersightにプッシュする（Push configuration to Intersight）]ページが表示され
ます。

• IMM移行ツールリリース 5.0.1では、 [機器のプッシュ（Push Equipment） ]トグルボタ
ンを有効にすることで、変換されたSPAN構成をプッシュできます。ただし、すべてのイ
ンベントリが完全に検出され、すべてのプロファイルが割り当てられて展開されている必

要があります。

• IMM移行ツールリリース 5.0.3では、 [機器構成のプッシュ（Push Equipment
Configuration）]トグルを有効にして、次の 2つのオプションから選択できます。

1. プッシュ構成 +機器：ユーザーラベル、タグ、 SPANセッションなどの機器関連の構
成要素とともに構成をプッシュします。

2. [機器のみのプッシュ（PushEquipmentOnly）]：機器関連の設定要素（SPANセッショ
ン、ハードウェアに割り当てられたユーザーラベルおよびタグ）のみをプッシュしま

す。

ただし、すべての一覧を完全に検出し、すべてのプロファイルを割り当てて展開する

必要があります。

• IMM移行ツールリリース 5.1.3では、対象の Intersightアカウントでデバイスを登録およ
び検出した後、オプション手順として機器固有の構成項目を Intersightにプッシュできま
す。詳細については、手順 14を参照してください。

•エラーが発生した場合は、[強制プッシュ（Force Push）]トグルボタンを有効にすると、
ツールが失敗したオブジェクトを無視して、Intersightへの構成のプッシュに進むことがで
きます。

（注）
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9. JSON構成ファイルを選択するために、[参照（Browse）]をクリックします。

10. [アップロード（Upload）]をクリックします。

アップロードされたファイルは、構成を Intersightにプッシュするために使用されます。

11. [次へ（Next）]をクリックします。

Intersightとの接続が確立され、アップロードされた構成属性が Intersightにプッシュされ
ます。

12. [プッシュサマリを表示（View Push Summary）]をクリックして、変換された各オブ
ジェクトのプッシュステータスを表示します。

この概要により、各オブジェクトのプッシュステータスを知ることができます。各オブ

ジェクトステータスの横にある 3点ドットメニュー（...）をクリックすると、オブジェ
クトを Intersightにプッシュするために IMM移行ツールによって実行された詳細なコミッ
トが表示されます。ステータスには、次のいずれかを指定できます。

•成功（Success）：変換されたオブジェクトは、Intersightに正常にプッシュされまし
た。

•スキップ（Skipped）：変換されたオブジェクトは接続先の Intersightアカウントに
既に存在し、プッシュ操作でスキップされました。

•失敗（Failed）：変換されたオブジェクトを Intersightにプッシュできませんでした。

オブジェクトステータスの横にある 3つのドットをクリックして、プッシュの失敗
の理由を確認します。

13. [次へ（Next）]をクリックして、[プッシュ機器構成（オプション）（Push Equipment
Configuration (Optional)）]ページに進みます。

14. [オプション] [プッシュ機器構成（オプション）（Push Equipment Configuration
(Optional)）]ページで、以下のアクションのいずれかを選択します。

•機器構成（シャーシ/サーバ、SPANセッションのユーザーラベルとタグ）を接続先
の Intersightアカウントにプッシュするには、[次へ（Next）]をクリックします。

•構成が不要な場合にこの手順をスキップするには、[スキップ（Skip）]をクリック
します。

•機器構成をダウンロードするには、[ダウンロード（Download）]をクリックしま
す。
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• IMM移行ツール、リリース 5.1.3以降では、このオプション
の手順をサポートしています。

•機器構成（シャーシ/サーバのユーザーラベルとタグ、SPAN
セッション）をプッシュする前に、接続先の Intersightアカウ
ントで機器が適切にクレームされ、検出されていることを確

認してください。

•構成が不要な場合は、この手順をスキップできます。機器固
有の構成をプッシュする必要がない場合、この手順は自動的

にスキップされます。

（注）

15. [機器プッシュの概要の表示（View Equipment Push Summary）]をクリックし、それぞ
れの機器構成のプッシュステータスを表示します

移行管理
ユーザーによって開始されたすべての遷移は、[移行（Transition）]リストページに一覧表示
されます。このページには、移行の名前、移行の現在のステータス（キャンセル済み、失敗、

未完了、進行中、完了）、タイプ（準備状況レポートの生成、Intersightへの移行構成、Intersight
のクローン）、最終変更時刻が表示されます。

必要なアクションを実行するには、各遷移レコードにある [...]をクリックします。

• [レポート（Report）]をクリックして、移行の準備状況レポートを表示します。

このオプションは、キャンセルされた遷移および失敗した遷移では使用できません。

• [編集（Edit）]をクリックして、移行名を変更します。

• [削除（Delete）]をクリックし、移行を削除します。

複数のトランジションを選択し、リストビューの左上にあるゴミ箱ボタンをクリックする

と、選択したトランジションをまとめて削除できます。

• [クローン（Clone）]をクリックして、既存の移行構成をコピーします。

(a)移行の名前を指定します。[未完了（Incomplete）]のステータスでリストページに表示
されます。

(b) [移行名（Transition）]をクリックして構成を編集し、準備状況レポートを生成して、
変更した構成を Intersightにプッシュします。

[クローン（Clone）]オプションは、タイプが Intersightのクロー
ンの移行では使用できません。

（注）
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• [ログのダウンロード（Download Logs）]をクリックして、変換ログをファイルにダウン
ロードします。

移行準備レポートの説明

IMM移行準備レポートには、IMMへの移行のための UCSManagerまたは UCS Central
デバイスのハードウェアインベントリとソフトウェア構成の互換性の概要が表示され

ます。

準備レポートは次のセクションに分かれています。

1. 変換スコア：このセクションには、ハードウェア互換性（UCS Managerドメイン
でのみ対応）、ファブリック構成（UCS Managerドメインでのみ対応）、および
サーバーポリシー構成のスコアメーターが表示されます。

•スコアメーターの解釈は、次のように説明できます。

•優れています：ほとんどすべてのハードウェア /構成を Intersightに移行
できますが、多少の相違はあります。

•非常に良い：ほとんどのハードウェア /構成は移行できますが、一部の
ハードウェア /構成はサポートされていないか、Intersightへの移行時に矛
盾に直面する可能性があります。

•良好：ハードウェア /構成の約半分は Intersightに移行できますが、残り
のハードウェア /構成はサポートされていないか、Intersightへの移行中に
矛盾に直面する可能性があります。

•悪い：少数のハードウェア /構成のみを Intersightに移行できますが、多
くのハードウェア /構成がサポートされていないか、Intersightへの移行中
に矛盾に直面する可能性があります。

上記の評価は、一般的な使用例に基づいています。特定

の環境の詳細レポートを確認して、ドメインへの移行の

影響を評価することを強くお勧めします。

（注）

2. 全体の要約：全体の要約セクションは、IMM変換の注意点、ハードウェア互換性
の要約（UCSManagerドメインでのみ）、および IMM構成変換の要約で構成され
ます。

• Intersightマネージドモード変換の注意点：このセクションでは、変換プロセ
スを開始する前に確認する必要がある注意点を示します。変換プロセスに関

連するエラーとWarning（注意）が表示されます。エラーは変換がサポートさ
れていない要素を示し、Warningは完全に変換できない要素のリストを示しま
す。
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•ハードウェア互換性の概要：ファブリックインターコネクト、ファブリック
エクステンダ、アダプタ、IOモジュール、シャーシ、ブレード、ラックなど、
該当するハードウェアコンポーネントごとに個別の円グラフが表示されます。

円グラフのカラーコードは、次のように説明されます。

•緑色は、ハードウェアが移行に対応していることを示します。

•オレンジ色は、ハードウェアの互換性のためにファームウェアのアップ
グレードが必要であることを示しています。

•赤色は、ハードウェアが現在移行に対応していないことを示しています。

ハードウェア互換性サマリーは、UCS Centralではなく、
UCS Managerドメインに対してのみ生成および表示され
ます。

（注）

• Intersight管理モード構成変換の概要：このセクションには、UCSManagerと
UCS Centralオブジェクトと、Intersightの対応する変換されたオブジェクトの
マッピングテーブルが表示されます。サーバープロファイルテンプレート、

サーバープロファイル、ドメインポリシー、プール、サーバーポリシーなど

の論理オブジェクトごとに個別のテーブルが表示されます。

3. ハードウェアの互換性：このセクションには、UCS Managerドメインに関して、
インベントリの各コンポーネントの互換性レポートが詳細に表示されます。これ

は、ファブリックハードウェア互換性レポート、シャーシハードウェア互換性レ

ポート、ラックハードウェア互換性レポートなどで構成されています。各コンポー

ネントをクリックすると、互換性レポートの表が表示されます。この表は、ハー

ドウェアの詳細をリストし、ハードウェアとファームウェアに互換性があるかど

うかを示しています。左側の黄色の見出しは、IMM対応になるためにファーム
ウェアアップグレードが必要なコンポーネントがほとんどないというWarning（注
意）を示しています。左側の赤い色の見出しは、IMM移行と互換性のないコン
ポーネントがほとんどないというエラーを示しています。左側の青色の見出しは、

Informational（情報提供）メッセージを示しています。

4. 構成変換：このセクションでは、UCSManager/Centralの選択されたサービスプロ
ファイルテンプレートで各論理オブジェクトの詳細な互換性レポートを示します。

各オブジェクトの見出しをクリックすると、説明の表が表示されます。これらの

表には、変換中に使用される属性名と値、ソースUCSManager/Centralと変換され
た Intersightオブジェクトのマッピング、デバイスの起動順序などがリストされて
います。黄色のアイコンは、一部のオブジェクトを完全に変換できなかったとい

うWarning（注意）を示します。赤色のアイコンは、サポートされていないオブ
ジェクトがほとんどなく、変換できないというエラーを示しています。青色のア

イコンは、Informational（情報提供）メッセージを示します。このメッセージに
従って対処できます。
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5. ソース構成リファレンス―このセクションでは、ソース UCSデバイスプールに
存在する構成の詳細を示し、サービスプロファイルと物理サーバーに割り当てら

れた IPアドレスの詳細を提供します。

Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
61

遷移

移行準備レポートの説明



Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
62

遷移

移行準備レポートの説明



第 8 章

デバイス管理

•デバイスの追加（63ページ）
•デバイスの申請（65ページ）
•カスタムデバイスファイルのアップロード（66ページ）
• Intersightアカウントのクリア （67ページ）
• Intersightクリアレポートの表示（68ページ）

デバイスの追加
IMM移行ツール、リリース 1.0.2以降を使用すると、UCSシステムと Intersightデバイスをよ
り適切に管理できます。各デバイスに一意のターゲット IPまたは FQDNを提供することで、
デバイスの重複を避けることができます。

IMM移行ツール 5.0.2以降では、 [デバイスの追加（Add Device） ]オプションを使用するか、
CSVファイルをアップロードすることにより、IMMドメインデバイスも追加できます。

（注）

デバイスを追加および管理するには、次の手順を実行します。

1. [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

2. 1つのデバイスを追加する方法：

1. [デバイスの追加（Add Device）]をクリックします。

2. ドロップダウンリストから [デバイスタイプ（Device Type）]を選択します。

3. ターゲット IP/FQDNを入力します

4. 手順 2bで選択されているデバイスタイプが Cisco IMC、UCS Managerまたは UCS
Central、または IMMドメインの場合は、デバイスのユーザー名を入力します。そう
でない場合は、ステップ 2fに進みます。

5. デバイスのパスワードを入力し、ステップ 2に進みます。

6. ステップ 2bで選択したデバイスタイプが Intersightの場合は：
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(a) SaaSアカウントに [Intersight SaaS]を選択し、APIキー/秘密キーを入力します。

リリース 4.0.1以降から、[Intersight SaaS]アカウントを選択する場合、以下に属するアカウン
トの地域も選択できます。米国または EU。

（注）

(b)アプライアンスアカウントに [Intersight Appliance VM]を選択し、ターゲット/API
キー/秘密キーを入力します。

7. このデバイスのユーザーラベルを入力します。ユーザーラベルは、デバイスの識別
に役立ちます。

[ユーザーラベル（User Label）]オプションは、IMM移行ツール 4.2.1以降でのみ使用できま
す。

（注）

8. [プロキシを使用（UseProxy）]トグルボタンをオンにして、プロキシ設定を有効にし
ます。

プロキシ設定の詳細については、[プロキシ設定（Proxy Settings）]を参照してくださ
い。

IMM移行ツール、リリース 5.0.1以降では、 [プロキシの使用（Use Proxy）]オプションは、
Intersightデバイスでのみ使用できます。

（注）

9. デバイスの追加時に接続チェックをバイパスするには、[接続チェックのバイパス
（Bypass Connection Check）]をオンにします。この機能により、オフラインデバイ
スを移行ツールに追加できます。

3. 複数のデバイスを一括して追加する方法：

1. [CSVのアップロード（Upload CSV）]をクリックします。

2. デバイスタイプ、ターゲット、ユーザー名、およびパスワードの詳細を含むCSVファ
イルを参照します。

サンプルCSVファイル

3. [アップロード（Upload）]をクリックします。
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[進行状況（Progress）]ページには、デバイス接続の進行状況が表示されます。接続に
失敗した場合、そのデバイスは追加されません。

4. [保存（Save）]をクリックします。

IMM移行ツール 3.1.1以降では、ツールによって検証が実行され、追加されたデバイスの
ファームウェアバージョンが移行ツールでサポートされる最小バージョンに準拠している

かどうかがチェックされます。準拠していないことが判明した場合、警告メッセージが表

示されます。

[検証のバイパス（Bypass Validation）]トグルボタンをオンにすることで、検証チェック
をオプトアウトできます。

このオプションを使用すると、サポートされていないファームウェアバージョンのデバイ

スを追加できます。

追加されたデバイスは、削除または編集できます。Intersightデバイスで編集できる値は API
キーとシークレットキーで、UCSデバイスで編集できる値はユーザー名とパスワードです。

•既存のデバイスの削除は、それに関連付けられた遷移がない場合にのみ可能です。

• IMM移行ツール、3.1.1で、複数のデバイスを選択し、リストビューの左上にあるゴミ箱
ボタンをクリックすると、選択したデバイスをまとめて削除できます。

（注）

デバイスの申請
Intersightでデバイスを要求するには、次の手順を実行します。

1. [Intersightに申請（Claim to Intersight）]をクリックします。

2. [デバイスの選択]画面の場合：

1. [Intersightデバイスの選択（Select Intersight Device）]ドロップダウンリストから、
デバイスを申請するターゲットの Intersightアカウントを選択します。

2. [テーブル（Table）]ビューから、申請する Cisco IMCか UCS Managerまたは [IMM
ドメイン（IMM Domain）]デバイスを選択します。新しいデバイスを追加する場合
は、「デバイスの追加」の項の手順に従います。

IMM移行ツール 5.0.2以降では、IMMドメインデバイスも要求できます。（注）

3. [次へ（Next）]をクリックします。

3. [デバイスコネクタ（Device Connector）]画面で、次の手順を実行します。
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1. アクセスモードを開始します。

2. 選択したデバイスが Intersightアカウントに接続するために使用するプロキシの詳細を
入力します。

これらのオプションは、UCSMまたは Cisco IMCデバイスの [デバイスコネクタ（Device
Connector）]ページから設定することもできます。

（注）

3. [次へ（Next）]をクリックします。

構成した設定が選択したデバイスにプッシュされます。

4. [進行状況（Progress）]画面から申請アクションの進行状況をモニタリングします。

リストビューでは、正常に要求されたデバイスはクラウドアイコンで示されます。

[クラウド（Cloud）]アイコンにカーソルを合わせると、要求されたデバイスにリンク
されている Intersightアカウントに関する追加情報を表示できます。

カスタムデバイスファイルのアップロード
デバイスの構成またはインベントリファイルを編集およびアップロードできます。このアップ

ロードされたファイルは、後で Intersightに遷移を追加、クロー二ング、またはプッシュする
ときに使用できます。

デバイスのカスタムファイルを追加するには、次の手順を実行します。

1. [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

2. リストページで、構成またはインベントリを更新する必要があるデバイスに移動します。

3. デバイス名の横にあるその他メニューをクリックします。

4. [カスタムファイルのアップロード（Upload Custom File）]をクリックします。

5. 更新された構成ファイルを参照し、選択します。

6. [アップロード（Upload）]をクリックします。

7. 更新されたインベントリファイルを参照し、選択します。

8. [アップロード（Upload）]をクリックします。

IMM移行ツール 5.0.1以降では、 [カスタムの適用（Force Custom）]トグルボタンを有効に
できます。これにより、ツールはエラーを無視して、編集した構成ファイルとインベントリ

ファイルのアップロードを続行できます。

（注）
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9. [OK]をクリックします。

アップロードされたファイルは、トランジションの追加中にソースまたは接続先デバイスの

ページでデバイスが次に選択されたときに取得されます。

移行の追加中、ライブデバイスから取得された設定/インベントリは で表され、ファイル

から取得された設定/インベントリ（ユーザーが手動でアップロード）は、[ソースUCS/Intersight

デバイスの選択（Select Source UCS/Intersight Device）]ページの で示されます。

Intersightアカウントのクリア
Intersightアカウントをデフォルト構成にリセットするには、構成オブジェクトと設定を削除し
てアカウントをクリアします。Intersightアカウントから構成オブジェクト（プール、ポリシー、
プロファイル、およびテンプレート）、リソースグループ、ユーザ、および組織を削除できま

す。

[Intersight構成のクリア（Clear Intersight Config）]オプションは、Intersightデバイスおよび
IMM移行ツール 4.2.1以降でのみ使用できますを。

（注）

Intersightアカウントをクリアするには：

1. [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

2. 目的の Intersightデバイスのその他メニュー（...）をクリックし、[ Clear Intersight Config]
を選択します。

3. 次のいずれかを実行します。

• [すべてをクリア（ Clear Everything）]をクリックして、選択した Intersightアカウン
トからすべての設定オブジェクト（プール、ポリシー、プロファイル、およびテンプ

レート）、リソースグループ、ユーザ、および組織を削除します。Intersightアカウン
トからローカルユーザーポリシー、ローカルユーザー、カスタムロールなどの

Intersight設定を削除する場合は、[Intersight設定のクリア（Clear Intersight設定）]
チェックボックスをオンにします。

• [組織のクリア（Clear Organizations） ]をクリックして、Intersightアカウントから 1
つ以上の組織を選択し、関連付けられた構成オブジェクト（プール、ポリシー、プロ

ファイル、およびテンプレート）とともに削除します。
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• [組織のクリア（Clear Organizations）]アクションでは、選
択した組織の構成オブジェクトのみが削除され、他の組織、

設定、またはリソースグループには影響しません。

•アイコン は、組織に1つ以上のリソースグループが関連付
けられていることを表します。

•アイコン は、組織が他の組織と共有されていることを表

します。

（注）

4. エラーがあってもクリア操作を続行するには、[強制クリア（Force Clear）]トグルボタン
を有効にします。失敗したオブジェクトはスキップされるため、クリアが不完全になる可

能性があります。

5. [ Clear Intersight]をクリックして、クリア操作を開始します。

6. クリアが完了したら、[削除の概要の表示（View Delete Summary）]をクリックして操作
の概要を表示します。このサマリーには、各オブジェクトの削除ステータスが表示されま

す。

[Intersightレポートのクリア（Clear Intersight Report）]オプションから、後で操作の概要を
表示することもできます。

（注）

Intersightクリアレポートの表示
[Intersightクリアレポート（Clear Intersight Report）]は、 [Intersight構成のクリア（Clear
Intersight Config）]の実行後に使用できる詳細な操作の概要です。このレポートには、オブ
ジェクトの総数、正常に削除されたオブジェクト、削除からスキップされたオブジェクト、お

よび削除に機能不全したオブジェクトに関する詳細情報が表示されます。

Intersightのクリアレポートを表示するには、次の手順を実行します。

1. [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

2. [Intersight構成のクリア（Clear Intersight Config）]が実行された Intersightデバイスの 3
点ドットメニュー（...）をクリックし、[Intersightのクリアレポート（Clear Intersight
Report）]を選択します。[クリアの概要]ページが表示されます。

3. オブジェクトステータスの横にある 3点ドットメニュー（...）をクリックして、スキップ
と失敗の理由を確認します。
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第 9 章

ソフトウェアリポジトリ

•概要（69ページ）
•フォルダの作成およびファイルのアップロード（69ページ）
•フォルダの管理（73ページ）
•ファイルの管理（75ページ）

概要
ソフトウェアリポジトリとしてツールを使用して、Operating System images（ISO）、Firmware
パッケージ、Server ConfigurationUtility（SCU）パッケージまたはOS構成ファイルを管理およ
びホストできます。これらのイメージを Intersightと同期して、Intersightで使用できるように
することができます。

ソフトウェアリポジトリに新しいフォルダを作成し、ファイルをアップロードまたはダウン

ロードできます。詳細については、次の項を参照してください。

•フォルダの作成およびファイルのアップロード（69ページ）

•フォルダの管理（73ページ）

•ファイルの管理（75ページ）

フォルダの作成およびファイルのアップロード

フォルダの追加

要件に従って isoファイルをグループ化し、別のフォルダに保持できます。以下に説明するよ
うに、新規フォルダは IMM移行ツールのソフトウェアリポジトリで作成できます。

1. [ソフトウェアリポジトリ（Software Repository）]に移動します。

2. [新規（New）]をクリックします。
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3. [新規フォルダ（New Folder）]をクリックします。

4. フォルダの名前を入力します。

5. [追加（Add）]をクリックします。

新規フォルダが作成されます。

ファイルをアップロードしています

ローカルマシンまたは外部 URLからソフトウェアリポジトリに ISOファイルをアップロード
できます。

外部URLからの ISOファイルのアップロードは、IMM移行ツール 4.2.1以降でのみ使用できま
す。

（注）

次の手順を実行し、ローカルマシンからソフトウェアリポジトリに ISOファイルをアップロー
ドします。

1. [ソフトウェアリポジトリ（Software Repository）]に移動します。

2. [新規（New）]をクリックします。

3. [ファイルのアップロード（File Upload）]をクリックします。

ファイルブラウズウィンドウが表示されます。
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4. ローカルシステムからファイルをドロップします。

5. [Upload]をクリックします。

ファイルがソフトウェアリポジトリにアップロードされます。

アップロード操作をキャンセルするには、[キャンセル（Cancel）]をクリックし、確認ダイア
ログボックスで [はい（Yes）]をクリックします。

（注）

IMM移行ツールリリース 4.2.1以降では、外部 URLからソフトウェアリポジトリに ISOファ
イルをアップロードできます。

次の手順を実行し、外部 URLからソフトウェアリポジトリに ISOファイルをアップロードし
ます。

1. [ソフトウェアリポジトリ（Software Repository）]に移動します。

2. [新規（New）]をクリックします。

3. [URLアップロード（URL Upload）]をクリックします。

[URLアップロード（URL Upload）]ダイアログボックスが表示されます。
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4. アップロードする ISOファイルの URLを入力します。

5. 必要でない場合は、[SSLの検証（VerifySSL）]チェックボックスをオフにします。デフォ
ルトでは、このオプションはオンになっています。

[SSLの検証（Verify SSL）]オプションを有効にすると、ファイルをホストしているサーバの
SSL/ TLS証明書の有効性と信頼性が保証されます。アップロードプロセス中のセキュリティ
とデータ完全性の両方を保護するため、このオプションを有効にすることをお勧めします。

（注）

6. [プロキシの使用（Use Proxy）]チェックボックスをオンにして、プロキシ設定を有効にし
ます。プロキシ設定の詳細については、[プロキシ設定（Proxy Settings）]を参照してくだ
さい。

7. [Add]をクリックします。

ファイルがソフトウェアリポジトリにアップロードされます。

アップロード操作をキャンセルするには、[キャンセル（Cancel）]をクリックし、確認ダイア
ログボックスで [はい（Yes）]をクリックします。

（注）
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フォルダの管理
[ソフトウェアリポジトリ（Software Repository）]タブの一覧ページでは、フォルダに属さな
いフォルダおよびファイルのリストを表示します。フォルダを名前変更、移動、削除してフォ

ルダを管理できます。

以下のアクションを実行して、Software Repository一覧ページからフォルダを管理できます。

•管理するフォルダ行の横にある [...]をクリックします。

•フォルダの名前を変更する場合には、[名前の変更（Rename）]をクリックします。

1. ポップアップウィンドウが表示されます。

2. フォルダに新しい名前を入力します。

3. [保存（Save）]をクリックします。

•フォルダを他のフォルダ内に移動する場合は、[移動（Move）]をクリックします。

1. ポップアップウィンドウが表示されます。

2. 現在のフォルダを移動する必要があるフォルダをクリックします。
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3. [移動（Move）]をクリックします。

•リポジトリからフォルダを削除する場合、 [削除（Delete）]をクリックします。

•フォルダの名前が変更されると、このフォルダ内のファイルへの外部リンクは更新する必
要があります。

•フォルダが移動または削除される場合：

•このフォルダ内のファイルへの外部リンクは更新する必要があります。

• [Intersightへの同期（Sync to Intersight）]アクションは、このフォルダ内のすべての
ファイルに対して無効になります。

•このフォルダ内のファイルの計算されたチェックサムはすべて失われます。

（注）
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ファイルの管理
ソフトウェアレポジトリにアップロードされた isoファイルは、特定のフォルダに属していな
い場合、またはアップロードされた特定のフォルダ内にある場合は、一覧ページで表示できま

す。

以下の手順を実行して、ソフトウェアレポジトリでファイルを管理します。

1. ファイルが存在するフォルダに移動します。

2. 管理するファイルレコードの最後にある [..]をクリックします。

ファイルの名前変更：

• 1. [Rename]をクリックします。

ポップアップウィンドウが表示されます。

• 2.ファイルの新しい名前を入力します。

• 3.[保存（Save）]をクリックします。

ファイルの移動：

• 1. [移動（Move）]をクリックします。

ポップアップウィンドウが表示されます。

• 2.ファイルを移動する必要があるフォルダをクリックします。
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3. [移動（Move）]をクリックします。

ファイルの削除：

• [削除（Delete）]をクリックします。

別のツールを使用するファイルの場所を共有する：

• 1.[リンクの共有（Share Link）]をクリックします。

ポップアップウィンドウが表示されます。

• 2. [Copy]をクリックします。

ファイルの場所がクリップボードにコピーされ、必要に応じて使用できます。

ファイルのチェックサムの計算：

• 1.[チェックサム（Checksum）]をクリックします。

ファイルチェックサムのポップアップウィンドウが表示されます。

• 2.[チェックサムの計算（Calculate Checksums）]をクリックします。

チェックサム値が表示されます。
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Intersightへのファイルの同期：

• [Intersightへの同期（Sync to Intersight）]をクリックします。

詳細については、「Intersightへのファイルの同期（Syncing File to Intersight）」を参照して
ください。

•ファイルの名前が変更されると、ファイルへの外部リンクを更新する必要があります。

•ファイルが移動または削除される場合：

•ファイルへの外部リンクを更新する必要があります。

• [Intersightへの同期（Sync to Intersight）]アクションは、ファイルなどに対して無効
になります。

•すべてのファイルの計算されたチェックサムが失われます。

（注）

vMediaポリシーの作成の場合：

• [vMediaポリシーの作成（Create vMedia Policy）]をクリックします。

詳細については、「 vMediaポリシーの作成」を参照してください。

ファイルをダウンロードするには、次の手順を実行します。
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• [ダウンロード（Download）]をクリックします。

ファイルは、ソフトウェアリポジトリからコンピュータに自動的にダウンロードされま

す。

Intersightへのファイルの同期
IMM移行ツールのソフトウェアレポジトリにあるアップロードされた isoファイルは、以下
の手順を実行して、Intersightソフトウェアレポジトリへリンク可能です。

1. ファイルが存在するフォルダに移動します。

2. 同期するファイルレコードの最後にある [..]をクリックします。

3. [Intersightへの同期（Sync to Intersight）]をクリックします。

ポップアップウィンドウが表示されます。

4. 利用可能なデバイスのリストから、[Intersightデバイス（IntersightDevice）]を選択します。

[OS/ファームウェアデータのフェッチ（Fetch OS/Firmware data）]を定期的にクリックする
ことをお勧めします。これにより、最新のOSおよびファームウェアデータすべてが Intersight
アカウントからフェッチされます。

（注）

5. ソフトウェアレポジトリリンクを保存する組織を選択します。

6. 自動選択された値が間違っている場合、またはツールがファイルタイプを自動検出できな
い場合、ファイルの画像タイプを手動で選択します。

7. 自動選択された値が間違っている場合、またはツールがファイルタイプを自動検出できな
い場合、OS画像の詳細を設定または変更します。

8. [送信（Submit）]をクリックします。

画像を Intersightに同期し、Intersight GUIの [システム>ソフトウェアレポジトリ（System>
Software Repository）]の [ファームウェアリンク（Firmware Links）]、[OS画像リンク（OS
Image Links）]、または [SCUリンク（SCU Links）]、または [OS変換ファイル（OS
Configuration File）]タブに表示されます。

ファイルやフォルダが移動されるたびに、ソフトウェアレポジトリリンクは自動的更新され

ません。リンクを手動で削除し、[Intersightへの同期（Sync to Intersight）]を再度実行する必
要があります。

（注）
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vMediaポリシーの作成
次の手順で、ソフトウェアリポジトリでホストされている ISOファイルから Intersight vMedia
ポリシーを作成できます。

vMediaポリシーの作成方法：

1. [ソフトウェアリポジトリ（Software Repository）]ページに移動します。

2. vMediaポリシーの作成に使用する ISOファイルの横にある [… ]をクリックし、ドロッ
プダウンリストから [vMediaポリシーの作成（Create vMedia Policy）]を選択します。

[vMediaポリシーの作成（Create vMedia Policy）]ダイアログボックスが表示されます。

3. 利用可能なデバイスのリストから、[Intersightデバイス（Intersight Device）]を選択しま
す。

注記：[OS/ファームウェアデータのフェッチ（Fetch OS/Firmware data）]を定期的にク
リックすることをお勧めします。これにより、最新の OSおよびファームウェアデータ
すべてが Intersightアカウントからフェッチされます。

4. ソフトウェアレポジトリリンクを保存する組織を選択します。

5. ポリシーの名前を入力します。

6. （任意）ポリシーの短い説明を入力します。

7. （任意）key value形式でタグを入力します

8. [低電源USBを有効にする（Enable Low Power USB）]をオンにすると、イメージをマッ
ピングしてホストを再起動した後に、ブート選択メニューに仮想ドライブが表示されま

す。このプロパティは、デフォルトで有効になっています。

9. 仮想メディア通信の暗号化を有効にするには、[仮想暗号化の有効化（ Enable Virtual
Encryption）]ボタンをオンにします。このプロパティは、デフォルトで無効になって
います。

10. デフォルトでは、vMediaマウント名は、vMediaポリシーの作成に使用される ISOファ
イルの名前に設定されます。この名前は必要に応じて変更できます。

11. [Submit]をクリックします。
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第 10 章

設定

•デフォルト設定（81ページ）
•プロキシ設定（90ページ）
•バックアップ/復元 （90ページ）
•証明書設定（91ページ）

デフォルト設定

A.デフォルト移行設定

ツールで作成されたすべての新しい移行に適用されるデフォルト構成を設定できます。[デフォ
ルト設定（Default Settings）]オプションは、右上隅の [設定（Settings）]の下にあります。こ
のオプションを使用して、変換されたポリシーのデフォルトパスワードを設定/リセットする
こともできます。

デフォルトのトランジション設定で定義されたカスタムタグは、すべてのトランジションに適

用されます。

設定フィールドのそれぞれの詳細については、下の「変換の移行設定」および「クローンの移

行設定」セクションを参照してください。

B. [変換の移行設定（Transition Settings for Conversion）]

以下は、IMM移行ツールの [移行設定（Transition Settings）]ページにある変換オプションで
す。これらのオプションを設定/設定解除して、遷移の動作を制御できます。

1. ファブリックポリシーの変換

•このオプションは、デフォルトで有効です。有効にすると、UCSファブリック構成
は同等の Intersightポリシーに変換されます。

•有効にすると、以下が変換されます。

• VLAN / VLANグループ / VSAN

• FIポートの構成
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• UCSドメイン設定（NTP、DNS、Syslog、SNMP、システムQoS、およびスイッ
チ制御ポリシー）

• IMM移行ツールバージョン 5.0.1で導入されたUCSMデバイ
スのインプレース移行の場合、 [ファブリックポリシー変換
（Fabric Policies Conversion）]オプションは常に有効です。
この設定を無効にすることはできません。\

•ファブリックポリシーの変換は、UCSMでのみサポートされ
ています。

（注）

1. ファブリックポリシー名

変換後のファブリックポリシー（VLAN、VSAN、ポートポリシー）の名前を示し
ます。変換されたポリシーに手動の名前を指定するか、変換後にUCSドメイン名を
保持することを選択できます。

2. ファブリックポリシーの対象組織名

ファブリックポリシーが属する組織の名前を示します。組織の手動名を指定するか、

変換後に UCSドメイン名を保持することを選択できます。

3. 常に個別の VLANポリシーを作成する

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、ファブリックAとBに対して個別のVLANポリシーが作成され
ます。無効にすると、ツールでファブリック Aと Bに対して単一または個別の
VLANポリシーを作成するかどうかを決定します。

4. 常に個別の VSANポリシーを作成する

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、ファブリックAとBに対して個別のVSANポリシーが作成され
ます。無効にすると、ツールでファブリック Aと Bに対して単一または個別の
VSANポリシーを作成するかどうかを決定します。

5. 常に個別のポートポリシーを作成する

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、ファブリックAとBに対して個別のポートポリシーが作成され
ます。無効にすると、ツールは、ファブリック Aと Bに対して単一または個別
のポートポリシーを作成するかどうかを決定します。

6. シャーシ/ラックサーバー IDの保持

•このオプションは、デフォルトで無効です。
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•有効にすると、シャーシ/ラックサーバー IDは、UCSM/Centralで使用されてい
るものと同じサーバーポートに移行後に保持されます。

IMM移行ツールバージョン 5.0.1で導入された UCSMデバイスのインプレース移行では、
[シャーシ/ラックサーバー IDの保持（Preserve Chassis/Rack Server IDs）]オプションは常に
有効です。この設定を無効にすることはできません。

（注）

7. シャーシプロファイルテンプレートの作成

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、UCSManagerのグローバルポリシーセクションから変換された
電力および温度ポリシーを含むシャーシプロファイルテンプレートが作成され

ます。

IMM移行ツールバージョン 5.0.1で導入された UCSMデバイスのインプレース移行の場合、
[シャーシプロファイルテンプレートの作成（Create Chassis Profile Template）]オプションは
常に有効です。この設定を無効にすることはできません。

（注）

8. LDAPをドメインプロファイルに変換してアタッチする

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、UCSM LDAP構成は Intersight LDAPポリシーに変換され、ドメ
インプロファイルに添付できます。

複数のUCSMLDAP認証ドメインが存在する場合、このツールは、すべてのグループが「管理
者」ロールを持つ最初の有効なポリシー、またはグループのないポリシーを選択します。これ

は、Intersightがドメインプロファイルに 1つの LDAPポリシーのみをアタッチすることをサ
ポートしているためです。

（注）

2. サーバーポリシーの変換

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、選択したサーバーーポリシー/プール/プロファイル/テンプレートが
同等の Intersightポリシー/プール/プロファイル/テンプレートに変換されます

1. サービスプロファイルの変換

•このオプションは、デフォルトで有効です。

Cisco Intersight管理対象モード移行ツールユーザーガイド、5.x
83

設定

デフォルト設定



•サービスプロファイルの変換が有効になっている場合、ユーザーは [プロファ
イル/テンプレート（Select Profiles/Templates）]手順で変換するプロファイル
を選択できます。

•有効にすると、次の識別子が維持されない場合があります。

• IP

• MAC

• IQN

• UUID

• WWN

IMM移行ツールバージョン 5.0.1リリースでは、すべてのタイプ
の移行で廃止された [サービスプロファイル変換（Service Profiles
Conversion）]の設定が削除されています。

（注）

2. グローバルサービスプロファイルの変換

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、選択したグローバルサービスプロファイルが同等の Intersight
サーバープロファイルに変換されます。

この変換は UCSMにのみ適用されます。（注）

3. [アイデンティティの保存（Preserve Identities）]

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、UCSから IMMへのサービスプロファイルの変換中に、IP、
IQN、MAC、UUID、WWPN、WWNNなどの構成アイデンティティが保持さ
れます。

4. サービスプロファイルの関連付けの保持

•このオプションは、デフォルトで有効です。

• UCS Manager/Centralで割り当てられたものと同じサーバーシリアル番号に事
前に、それぞれの変換されたサーバープロファイルを割り当てることが選択

できます。

5. すべてのサブ組織との「ルート」の共有

•このオプションは、デフォルトで有効です。
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•有効にすると、変換されたルート組織が他のすべての組織と共有されます。

6. ルート組織名

• UCS組織がマッピングされる Intersight組織の名前を手動で入力できます。

•または、接続先 Intersight組織のデフォルトのUCSドメイン名を選択します。

7. ソース組織パスを Intersight組織名に保持

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、UCS組織「root/Org1/Org2」は、宛先の Intersight組織で
「Org1_Org2」という名前になります。

•無効にすると、UCS組織「root/Org1/Org2」は、宛先の Intersight組織で「Org2」
という名前になります。

8. vConの自動マッピング

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、割り当てられたサーバ一覧に基づいて、vConからPCIeスロッ
トへのマッピングを自動的に決定します。

9. vNIC/vHBAオーダーに vCon配置情報を使用

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、vNIC/vHBAは、ソース vConに応じて異なる PCIeスロットに
静的にマッピングされます。

• vCon any、1:「PCIe MLOM」、vCon2:「PCIeスロット 1」、vCon3:「PCIe
スロット 2」および vCon4:「PCIeスロット 3」。

•入力を提供し、dafaultマッピングを上書きすることで、vConを PCIeスロッ
トに手動でマッピングできます。

vConスロット値でサポートされる範囲は 1～ 15です。

•無効にすると、vNIC/vHBAは自動 PCIeスロットで設定され、最初の VICア
ダプタに解決されます。

10. テンプレートのバインド解除を許可

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、共通のサービスプロファイルテンプレートにバインドされた
ソースサービスプロファイルが異なるVIC特性（つまり、 VICアダプタの数
またはVICの世代が異なる）を持つサーバに関連付けられている場合、変換
されたサーバプロファイルはテンプレートへのバインドを失います。

11. vNIC/vHBA順序にホストポート情報を使用（VIC1300の場合のみ使用）：
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•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、vNIC/vHBAは、送信元管理ホストポートの値に対応する 2つ
の PCIリンクに配置されます。これは、変換されたプロファイルが VIC 1300
モデルのサーバーに割り当てられている場合にのみ使用する必要があります。

•無効にすると、すべての vNIC/vHBAが単一の PCIリンクにマッピングされま
す。

12. 長い組織名（>17文字）を自動的に変更する

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、17文字を超える組織名が自動生成された名前に変更されます。
これにより、組織名とQoSポリシーを合わせた長さが40文字を超える場合の
エラーを防ぎます。

13. 電源ポリシーの変換（Cシリーズサーバーでは無効にする）

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•電源ポリシーは、Cisco UCS BシリーズおよびCisco UCSXシリーズサーバー
でサポートされるようになりましたが、Cisco UCS Cシリーズサーバーでは
サポートされません。Cisco UCS BシリーズおよびCisco UCSXシリーズサー
バーに割り当てられたプロファイルを変換する場合にのみ、このオプション

を有効にします。

IMM移行ツールバージョン 5.0.1リリースでは、すべてのタイプの移行で廃止された [電源ポ
リシーの変換（Convert Power Policies）]設定が削除されています。

（注）

14. UCS Centralタグの変換

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、プール、ポリシー、およびプロファイル/テンプレートに割り
当てられたUCSCentralタグが変換され、準備状況レポートの対応する Intersight
オブジェクトの「変換された UCS Centralタグ」行で簡単に表示できます。

•この変換は、UCS Centralにのみ適用されます。

•さまざまなタグ値を持つ UCS Centralタグタイプの重複を
Intersightにプッシュすることはできません。これは、Intersight
がタグキーの重複を許可していないためです。ただし、最初

の発生は Intersightにプッシュされます。

（注）
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15. UCS Centralタグプレフィックス

IMM移行ツール、リリース 3.1.1は、UCS Centralタグへのプレフィックスの追加
をサポートしています。変換されたタグに手動プレフィックスを指定するか、変

換後にデフォルトのプレフィックスを選択することができます。

この変換は、UCS Centralにのみ適用されます。（注）

16. サービスプロファイルの関連付けの保持

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、サーバープロファイルは、UCSM/Centralで使用されているも
のと同じサーバーシリアル番号に移行後に事前に割り当てられます。

3. 変換されたオブジェクトに自動的にタグを付ける

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、Intersightオブジェクトは "imm_migration_version":
"4.0.1"、"imm_transition_name": "_imm_transition_name_"でタグ付けされます。

• [+新規を追加]ボタンをクリックし、キーと値のペアを入力することで、新しいタ
グを追加できます。

•既存のタグは変更および削除できます。

•キーが「imm_migration_version」および「imm_transition_name」のタグは変更できま
せんが、削除できます。

•すべてのタグには一意のキーが必要ですが、値は複製できます。

•同じキーと値のペアを持つ重複タグは許可されていません。

4. 既存の Intersightオブジェクトを上書きする

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、同じ名前とタイプのオブジェクトが組織に既に存在する場合、既存
の Intersightオブジェクトは上書きされます。無効にすると、既存のオブジェクトは
変更されません。

5. 共有組織のリソースグループメンバーシップの削除

•このオプションは、デフォルトで無効です。

共有組織の変換とクローニングがサポートされるようになりました。

•共有組織へのリソースグループメンバーシップはサポートされていません。
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•有効にしたときに、変換後に同じ組織が共有組織になる場合、Intersightの組織の既
存のリソースグループメンバーシップが削除されます。このオプションを無効にす

ると、Intersightは共有組織とのリソースグループマッピングをサポートしていな
いため、共有組織のプッシュ中にエラーが発生します。

6. Intersightアプライアンス LDAP構成の作成

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、UCSM/UCSC LDAP構成から Intersightアプライアンス認証ドメイン
が作成され、Intersightアプライアンスでの LDAP/ ADログインがサポートされま
す。

IMM移行ツールは、リリース 5.1.1以降、 [Intersightアプライア
ンス LDAP構成の作成（Create Intersight Appliance LDAP
Config）]オプションをサポートしています。

（注）

7. 変換されたポリシーのデフォルトパスワード

デフォルトのパスワードは、仮想メディア、iSCSIブート、IPMI over LANなど変換され
ているUCSManager/Centralポリシーで、既存のパスワードの代わりに使用されます。こ
のパスワードは、ツールのインストール中に自動生成されます。このパスワードは、変

換されたポリシーが Intersightにプッシュされた後、ユーザーがリセットする必要があり
ます。

8. iSCSI相互チャップ認証のパスワード

このパスワードは、iSCSIブートポリシーの相互 CHAP認証に使用されます。変換され
たポリシーのデフォルトパスワードとは異なる必要があります。

9. デフォルトの AES 128 MACsecキー

このデフォルトの AES-128 MACsecキーは、 UCS Manager MACsecポリシーの変換中
に、MACsecポリシー内の既存の 128ビット秘密キーを置き換えます。

•このパスワードは、変換されたポリシーが Intersightにプッシュされた後、ユーザーがリ
セットする必要があります。

• MACsecがドメインプロファイルに割り当てられると、 AES暗号化は自動的に有効にな
ります。デフォルトのパスワードが暗号化キーと一致する場合、そのパスワードが使用さ

れます。それ以外の場合は、ランダムなパスワードが生成され、必須フィールドに入力さ

れます。

• IMM移行ツールは、リリース 5.1.1以降、デフォルト AES 128 MACsecキーオプション
をサポートしています。

（注）
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10. デフォルトの AES 256 MACsecキー

このデフォルトの AES-256 MACsecキーは、 UCS Manager MACsecポリシーの変換中
に、MACsecポリシー内の既存の 256ビット秘密キーを置き換えます。

•このパスワードは、変換されたポリシーが Intersightにプッシュされた後、ユーザーがリ
セットする必要があります。

• MACsecがドメインプロファイルに割り当てられると、 AES暗号化は自動的に有効にな
ります。デフォルトのパスワードが暗号化キーと一致する場合、そのパスワードが使用さ

れます。それ以外の場合は、ランダムなパスワードが生成され、必須フィールドに入力さ

れます。

• IMM移行ツールは、リリース 5.1.1以降、 Default AES 256 MACsecキーオプションをサ
ポートしています。

（注）

C.クローニングの移行設定

以下は、IMM移行ツールの [移行設定（Transition Settings）]ページにあるクローニングオプ
ションです。これらのオプションを設定/設定解除して、遷移の動作を制御できます。

1. 既存の Intersightオブジェクトを上書きする

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、同じ名前とタイプのオブジェクトが送信元組織に既に存在する場合、
接続先 Intersight内の既存のオブジェクトは上書きされます。

2. [Intersight設定のトリミング（Trim Intersight Settings）]

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、ユーザーグループ、ユーザー、ロールなど、一部の Intersight設定がク
ローニング中にトリミングされます。

3. [アイデンティティの保存（Preserve Identities）]

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、すべてのUCSサーバープロファイルで割り当てられた IDを保持しな
がら、Intersightアカウントを複製できます。

4. サーバープロファイルの関連付けの保持

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、複製中にサーバープロファイルの関連付けが保持されます。

5. Intersight共有組織の既存のリソースグループメンバーシップの削除
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•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、共有として設定されている Intersight組織から既存のすべてのリソース
グループメンバーシップが自動的に削除されます。

プロキシ設定
IMM移行ツール 3.1.1には、デバイスレベルでプロキシ設定を有効または無効にするオプショ
ンがあります。[プロキシを使用]トグルボタンを使用して、各デバイスのプロキシ設定を個別
に有効化/無効化できます。デバイスで [プロキシを使用]が有効になっている場合、デバイス
への接続にプロキシ設定が使用されます。

プロキシ設定は、[プロキシ設定]ページで構成できます。

プロキシ設定を構成するには、次の手順を実行します。

1. 右上隅の歯車アイコンの下にある [プロキシ設定（Proxy Settings）]をクリックします。

2. [プロキシホスト名（Proxy Hostname）]または [IP]を入力します

3. プロキシポート番号を入力します。

4. プロキシ設定で認証が必要な場合は、[認証（Authentication）]を切り替えてオンにするか、
手順 7に進みます。

5. ユーザ名を入力します。

6. パスワードを入力します。

7. [保存（Save）]をクリックします。

プロキシ設定が保存されます。

1. 移行中の場合、プロキシ設定の変更はできません。

2. 次の操作中、[プロキシを使用]トグルボタンをオンにします。

• [デバイス管理]ページでデバイスを追加している間に有効にすることができます。

• IMM移行の追加手順で新しいソース UCSデバイス/Intersightアカウントを追加しま
す。

（注）

バックアップ/復元
IMM移行ツール、リリース 3.1.1は、ツールからデータをバックアップし、ツールの同じイン
スタンスまたは別のインスタンスに復元する機能を備えています。
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バックアップコンテンツを復元するには、次の手順を実行します。

1. 右上隅の歯車アイコンの下にある [バックアップ/復元（Backup/Restore）]をクリックしま
す。

2. バックアップデータを暗号化するための秘密キーを入力します。

3. [Download]をクリックします。

データは圧縮ファイルでダウンロードされ、ローカルシステムに保存されます。

4. データを復元する必要がある場合は、ツールのインスタンスにログインします。

5. 右上隅の歯車アイコンの下にある [バックアップ/復元（Backup/Restore）]をクリックしま
す。

6. [復元（Restore）]タブに移動します。

7. データのバックアップ時に使用したのと同じキーを入力します。

8. バックアップデータを含む、システムにダウンロードされたファイルを参照して選択しま
す。

9. [復元（Restore）]をクリックします。

ファイルに存在するデータが復元されます。

•データを復元すると、ツールの既存のデータがすべて削除され、圧縮ファイルに存在する
データに置き換えられます。

•データは、ツールの下位バージョンから上位バージョンにのみ復元でき、その逆はできま
せん。

•移行が進行中の場合は、バックアップ/復元アクションを開始できません。

（注）

証明書設定
IMM移行ツールリリース 4.1.2では、ツールへのセキュアな接続を認証できます。Webサー
バーの認証局（CA）署名付きSecure Sockets Layer（SSL）証明書を作成してアップロードでき
るようになりました。この証明書をリセットまたは更新することもできます。

IMM移行ツール4.1.3以降では、信頼できる認証局（CA）証明書をアップロードして追加し、
プロキシの背後にあるデバイスに接続するときにプロキシ SSL証明書を信頼できます。

信頼できる証明書の追加

信頼できる CA証明書をアップロードするには、次の手順を実行します。

1. 右上隅の歯車アイコンの下にある [証明書設定（Certificate Settings）]をクリックします。
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2. [信頼済み（Trusted）]タブに移動します。

3. [証明書の追加（Add Certificate）]をクリックします。

4. [参照（Browse）]をクリックします。

5. 追加する CA証明書を選択します

6. [保存（Save）]をクリックします。

信頼できる証明書が追加されます。

SSL証明書の追加

CA署名付き SSL証明書を作成してアップロードするには、次の手順を実行します。

•右上隅の歯車アイコンの下にある [証明書設定（Certificate Settings）]をクリックします。

• [SSL]タブに移動します。

•以下のフィールドに入力して、証明書署名要求（CSR）を作成します。

1. 組織（Organization）：組織の名前を入力します。

2. 組織単位（Organization Unit）：証明書の組織単位の名前を入力します。

3. 市区町村 :組織が所在する市区町村の名前を入力します。

4. 都道府県 :組織が所在する都道府県の名前を入力します。

5. 国（Country）：組織がある国の名前を入力します。

6. 電子メールアドレス：組織に連絡する電子メールアドレスを入力します。

7. モジュール：秘密キーと公開キーの両方について、ビット単位で表されるRSAキーの
長さ。

8. [CSRの作成（Create CSR）]をクリックします。

• [CSRのダウンロード（Download CSR）]をクリックして作成した CSRをダウンロード
し、それを使用して CAから署名付き SSL証明書を取得します。

•署名付き証明書を取得したら、[証明書の適用（Apply Certificate）]タブに移動します。

•参照して、署名済みの証明書をアップロードします。

• [証明書の適用（Apply Certificate）]をクリックします。

証明書は IMM移行ツールに適用されます。
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証明書署名要求（CSR）を生成するには：

1. 仮想マシン（VM）に有効な完全修飾ドメイン名（FQDN）があることを確認します。

2. 次のコマンドを使用して FQDNを設定します。

sudo hostname --fqdn <fqdn>

3. <fqdn>を VMの目的の FQDNに置き換えます。

（注）

新しい CSRの作成

[新しい CSR（New CSR）]オプションを使用して、現在の CSRの詳細を再生成できます。こ
の場合、既存の CSRまたは現在の CSRは失われ、新しい SSL証明書をアップロードする必要
があります。

新しい CSRを作成するには、次の手順を実行します。

1. 右上隅の歯車アイコンの下にある [証明書設定（Certificate Settings）]をクリックします。

2. [SSL]タブに移動します。

3. 「証明書の作成とアップロード」セクションの説明に従って、詳細を入力します。

4. [新しい CSR（New CSR）]をクリックします。

次に示すような確認ウィンドウが表示され、既存のSSL証明書を使用できないことを示す
メッセージが表示されます。

5. [はい（Yes）]をクリックして続行します。

新しい CSRが作成されます。

SSL証明書の更新

SSL証明書をリセットまたは更新するには、次の手順を実行します。
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1. 右上隅の歯車アイコンの下にある [証明書設定（Certificate Settings）]をクリックします。

2. 「証明書の作成とアップロード」セクションに記載されている手順を使用してCSRを作成
します。

3. 証明書は、認証局（CA）によって署名されている必要があります。

自己署名証明書を更新する場合は、「付録 A：CLIを使用した管理操作」に記載されている
CLIコマンドに従います。

（注）

4. CA署名付き証明書を取得したら、[証明書の適用（Apply Certificate）]タブに移動しま
す。

5. 参照して、署名済みの証明書をアップロードします。

6. [証明書の適用（Apply Certificate）]をクリックします。
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第 11 章

変換の前提条件

• UCS Manager/Central構成の変換（95ページ）

UCS Manager/Central構成の変換
IMM移行ツールでUCSデバイスを追加し、[次へ（Next）]をクリックすると、ユーティリティ
がバックエンドで実行され、ハードウェアインベントリと構成を検証して、デバイスが IMM
と互換性があるかどうかを確認します。

デバイスに接続し、既存の論理属性を複製します。これらには、プロファイル、ポリシー、

プール、およびテンプレートが含まれます。

[Intersightへのプッシュ（Push to Intersight）]タスクが正常に完了すると、Intersightアプリケー
ションは変換されたオブジェクトを更新時に反映します。

換算の前提

IMM移行ツールでの変換プロセスの前提条件は次のとおりです。

1. イーサネットネットワーク制御ポリシー：Intersightのイーサネットネットワーク制御
ポリシーは、UCSManager/Centralの 2つの異なる情報ソースを使用して作成できます。

•サーバー vNIC：UCS Manager/Centralのネットワーク制御ポリシーへのマッピング

•アプライアンスポート：UCSManagerのアプライアンスネットワーク制御ポリシー
へのマッピング

UCS Manager/Centralのネットワーク制御ポリシーを使用して Intersightのイーサネット
ネットワーク制御ポリシーを作成する場合、Intersightのイーサネットネットワーク制御
ポリシーの名前はUCSManager/Centralのネットワーク制御ポリシーと同じになります。

UCS Managerのアプライアンスネットワーク制御ポリシーを使用して Intersightのイー
サネットネットワーク制御ポリシーを作成しているときに、Intersightのイーサネット
ネットワーク制御ポリシーの名前は、UCS Managerのネットワーク制御ポリシーの名前
に [_appliance]というサフィックスが付けられます。
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2. イーサネットネットワークグループポリシー：UCS Manager/Centralには、同等のイー
サネットネットワークグループポリシーはありません。イーサネットネットワークグ

ループポリシーの詳細は、VLANグループから取得できます。各 VLANグループには
VLANの詳細があり、それらの詳細はイーサネットネットワークグループポリシーの
作成に使用されます。イーサネットネットワークグループポリシーの名前は、VLAN
グループの名前と同じになります。

3. イーサネット QoSポリシー：UCS Manager/Centralの QoSポリシーは、Intersightでイー
サネットと FC QoSポリシーに分割されます。

4. ファイバチャネルネットワークポリシー：UCS Manager/Centralには同等のファイバ
チャネルネットワークポリシーはありません。ファイバーチャネルネットワークポリ

シーの詳細は、サーバープロファイル（Intersight）の作成中に取得できます。ファイ
バーチャネルネットワークポリシーの名前は、SAN接続ポリシーと vHBAの名前に由
来します。

5. ファイバチャネル QoSポリシー：UCS Manager/Centralの QoSポリシーは、Intersightで
イーサネットと FC QoSポリシーに分割されます。

6. IMCアクセスポリシー：インバンドネットワーク設定の IPv4および IPv6アドレスの
異なる IPプールを持つ UCSManager/Centralのサービスプロファイルの IMCアクセスポ
リシーの作成は、現在サポートされていません。UCSManager/Centralには、同等の IMC
アクセスポリシーはありません。IMCポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取
得できます。各サービスプロファイルには、インバンドネットワーク、IPv4および IPv6
プールがあります。この情報を使用して、IMCアクセスポリシーが作成されます。

• IMCアクセスポリシーの名前は、インバンドネットワーク VLANおよびインバン
ドプールの名前を使用して派生します。名前は、最大 64文字まで指定できます。

• UCS Manager/Centralでは、サービスプロファイルで IPv4プールと IPv6プールを選
択するための個別のオプションがありますが、Intersightでは、IMCアクセスポリ
シーで IPプールを選択するオプションは 1つだけです。Intersightで IMCアクセス
ポリシーを作成する前に、UCS Manager/Centralの IPv4および IPv6プールを単一の
プールにマージすることをお勧めします。しかし、これは実装が複雑です。変換中

に、2つの異なる IPプールに属するインバンド IPv4および IPv6アドレスを持つサー
ビスプロファイルがある場合、IPv4固有のプールのみが IMCアクセスポリシーの作
成に考慮されます。

7. IPMIオーバー LANポリシー：Intersightの IPMIオーバー LANポリシーは、UCS
Manager/Centralの IPMIアクセスプロファイルにマッピングされます。IPMIアクセスプ
ロファイルの IPMIユーザー関連情報は、Intersightのローカルユーザーポリシーに移動
されます。

8. iSCSIブートポリシー：UCSManager/Centralに相当する iSCSIブートポリシーはありま
せん。 iSCSIブートポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取得できます。各
サービスプロファイルには、独自の iSCSI vNICセクションがあります。iSCSI vNICの詳
細は、サービスプロファイルの iSCSIブートパラメータセクション内にあります。この
情報を使用して、iSCSIブートポリシーが作成されます。
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• iSCSIブートポリシーの名前は、サービスプロファイルと iSCSI vNICの名前を使用
して派生します。

• UCS Manager/Centralには、iSCSI vNICノードおよび個々の iSCSI vNICの IQNプー
ル /イニシエータ名を提供するオプションがあります。Intersightには、個々の iSCSI
vNIC用のそのようなオプションはありません。Intersightの場合、IQNは LCPレベ
ルにあります（vNICにはありません）。

•通常、UCS Manager/Centralには、vNIC用に 2つの iSCSIブートターゲットを作成
するオプションがあり、各ターゲットには独自の CHAP詳細があります。ただし、
Intersightには、iSCSIターゲットの CHAP詳細を提供するオプションが 1つしかあ
りません。

• CHAP認証では、ポリシーの作成中にデフォルトパスワードが考慮されます。

9. iSCSI静的ターゲットポリシー：UCSManager/Centralに同等の iSCSI静的ターゲットポ
リシーはありません。 iSCSI静的ターゲットポリシーの詳細は、サービスプロファイル
から取得できます。各サービスプロファイルには、独自の iSCSIブートパラメータセク
ションがあります。これらの iSCSIブートパラメータを使用して、Intersightで iSCSI静
的ターゲットポリシーが作成されます。単一の iSCSIインターフェイスの場合、優先順
位に基づいて複数のターゲットが存在する可能性があります。したがって、iSCSIター
ゲット名は、サービスプロファイル名、iSCSIインターフェイス名、および iSCSIター
ゲットの優先度の組み合わせとして設計されます。

10. LAN接続ポリシー：UCS Manager/Centralでは、vNICを複数の方法で設定できます。

1. インライン vNIC

•スタンドアロン vNICの使用

• vNICテンプレートの使用

2. LAN接続ポリシー

•スタンドアロン vNICの使用

• vNICテンプレートの使用

UCSManager/Centralでは、LAN / SAN接続ポリシー、または vNIC / vHBAテンプレート
を使用するかどうかにかかわらず、インライン vNIC / vHBAのいずれかにすることがで
きます。接続を構成する唯一の方法であるため、考えられるすべての組み合わせが考慮

され、それに応じて Intersightの LAN / SAN接続ポリシーに変換されます。

11. 電源ポリシー：UCSManagerでは、グローバルポリシーの電源ポリシーセクションが、
Intersightのシャーシプロファイルで使用され電源ポリシーとして変換されます。

12. SDカードポリシー：UCSManager/Centralに相当するSDカードポリシーはありません。
このポリシーは、UCSManager/Centralのローカルディスク構成ポリシーから情報を読み
取ることで作成できます。UCSManager/Centralのローカルディスク構成ポリシーで構成
された Flexflashがある場合、同等の SDカードポリシーが Intersightで作成されます。
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13. [ストレージポリシー（Storage Policy）]：

•ストレージプロファイルのローカル LUNでの自動展開

すべての仮想ドライブは、デフォルトで [自動展開（AutoDeploy）]です。オプショ
ンが [no-auto-deploy]に設定されている場合、サービスプロファイルでマップされた
VDとストレージポリシー VDは同じ名前にする必要があります。名前が異なる場
合は、無効な構成です。

• UCS Manager/Centralの LUNセットは、Intersightのシングルドライブ RAID構成に
相当します。

• LUNセット内のすべてのディスクスロットを単一の番号のアレイにマージしま
す。

•すべてのドライブのVD構成は同一である必要があります。各LUNセットに異
なる VD構成がある場合は、無効な構成としてフラグを立てます。

• M.2ドライブの構成

• UCS Manager/Centralで [未指定（Unspecified）]に設定されている LUNサイズは、
ExpandToAvailフラグが Trueに設定されている仮想ドライブに対してのみ使用する
必要があります。フラグが Falseに設定されている場合、それは無効な構成です。

•特定のストレージプロファイルと汎用ストレージプロファイルを持つ UCS
Manager/Centralのサービスプロファイルをマージして、Intersightで単一のストレー
ジプロファイルを形成します。

14. [VLANポリシー（VLAN Policy）]：

Intersightの VLANポリシーは、UCS Managerの VLANセクションにマップされます。
UCSManagerでは、VLANの作成中にファブリック ID（Aまたは B、または両方）を選
択するオプションがありますが、Intersightでは同じ状態ではありません。変換の一環と
して、ファブリック IDの値が VLANポリシーの名前にサフィックスとしてファブリッ
ク IDを付加することによって [A]または [B]に設定されている場合、2つの異なるVLAN
ポリシーが作成されます。ファブリック ID値が [両方（Both）]に設定されている場合、
単一の VLANポリシーが作成されます。共有タイプをプライマリ/分離/コミュニティと
して選択して、プライベートVLANを作成することもできます。プライマリVLANは必
須オプションです。指定しない場合、プライベートVLANの構成はスキップされます。
したがって、デフォルトのマルチキャストポリシーで割り当てられた通常のVLANに変
換します。

15. [VSANポリシー（VSAN Policy）]：

Intersightの VSANポリシーは、UCS Managerの VSANセクションにマッピングされま
す。UCS Managerでは、VSANの作成中にファブリック ID（Aまたは B、または両方）
を選択するオプションがありますが、Intersightでは同じ状態ではありません。変換の一
環として、ファブリック IDの値が VSANポリシーの名前にサフィックスとしてファブ
リック IDを付加することによって [A]または [B]に設定されている場合、2つの異なる
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VSANポリシーが作成されます。ファブリック ID値が [両方（Both）]に設定されてい
る場合、単一の VSANポリシーが作成されます。

16. メモリポリシー：

IMM移行ツールリリース 5.0.3以降、ブラックリスト化オプションが無効になってい
る場合、UCSMのデフォルトメモリポリシーは移行中に変換されます。UCSMでブラッ
クリストオプションが有効になっている場合、変換されたメモリポリシーは作成されま

せん。
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第 12 章

サポートされる機能

•変換でサポートされる機能（101ページ）
•サポート対象のクローン機能（110ページ）

変換でサポートされる機能

A. [UCSから IMMへの変換でサポートされる機能（Supported Features for Conversion from UCS to
IMM）]

このセクションでは、IMM移行ツールでの変換がサポートされている機能のリストと、Cisco
UCS Manager/Centralと Intersight間のポリシーマッピングを示します。

UCS Central設定に VLAN/VSANエイリアシングが含まれている場合、IMM移行ツールは
vNIC/vHBAの変換を実行するときに、エイリアスの 1つを自動的に選択します。結果の構成
を慎重に見直して、適切であることを確認してください。

（注）
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表 1 :（I）UCSと Intersight機能間の変換マッピング

同等の IMMポリシーソース UCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

SNMPポリシー通信サービス

注：セッション / HTTP設定は、Intersight設

定で定義されます。Telnet/SSH設定はサポー

トされていません。

Admin

Intersightの組織構成

SyslogポリシーSyslog

注：最大 2つのリモート接続先サーバのみ

をサポート

NTPポリシータイムゾーン管理

スイッチ制御ポリシーMACアドレステーブルエージング

スイッチ制御ポリシーVLANポート数の最適化

スイッチ制御ポリシー予約済みVLANの範囲

注： IMM移行ツール、リリース 4.0.1以降で

サポートされています。

イーサネットネットワークグループ

ポリシー

インバンドプロファイル VLANグループ

IMCアクセスポリシーインバンドプロファイルネットワーク

IMCアクセスポリシーインバンドプロファイル IPプール名

VSANポリシーFCアップリンクトランキング

ネットワーク接続ポリシーDNS

注： UCS Managerでは、[管理（Admin）] >

[通信管理（Communication Management）] >

[DNS管理（DNS Management）]の下にあり

ます。

LDAP認証ドメイン

注： IMM移行ツール、リリース 5.1.1以降で

サポートされています。
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同等の IMMポリシーソース UCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

Intersight LDAPポリシーおよび/または
Intersightアプライアンス認証ドメイン

（注）

•接続先の Intersightデバイスが
SaaSの場合、システムは LDAP
ポリシーを作成してドメインプ

ロファイルに接続します。アプラ

イアンスデバイスの場合、変換

中のデフォルト設定に応じて、ア

プライアンスで LDAP/ ADログ
インを有効にするために、UCSM
LDAPから Intersight LDAPポリ
シーと Intersightアプライアンス
認証ドメインの両方を作成しま

す。

• UCS Centralから変換する場合、
ツールは UCS Central（UCSC）
からターゲットの Intersightアプ
ライアンスデバイスへの LDAP/
AD認証の変換を可能にします。
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同等の IMMポリシーソース UCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

BIOSポリシーBIOSポリシーサー

バーポ

リシー

と

シャー

シポリ

シー

ブートポリシー

iSCSIスタティックターゲットポリ
シー

ブートポリシー

ストレージポリシーディスクグループポリシー

IPMI over LANポリシーIPMIアクセスプロファイル

iSCSIアダプタポリシーiSCSIアダプタポリシー

iSCSIブートポリシーiSCSIブートポリシー

仮想 KVMポリシーKVM管理ポリシー

ストレージポリシー、SDカードポリ
シー

ローカルディスク構成ポリシー

注：ストレージポリシーに置き換わります。

ローカルディスク構成ポリシーは、自動ポ

リシーオプションではなく手動作成のみを

サポートします。

イーサネット QoSポリシー / FC QoS
ポリシー

QoSポリシー

Serial over LANポリシーSerial over LANポリシー

サーバプロファイルサービスプロファイル

サーバプロファイルテンプレートサービスプロファイルテンプレート

注：テンプレートの更新のみ：初期テンプ

レートのサポートはありません（ただし、ク

ローンは可能です）

ストレージポリシーストレージプロファイル

ドライブセキュリティストレージプロファイル -セキュリティポ
リシー

注： IMM移行ツール、リリース 4.0.1以降で

サポートされています。
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同等の IMMポリシーソース UCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

vMediaポリシー 仮想メディアポリシー

LAN接続ポリシー / SAN接続ポリシーvNIC/vHBA配置ポリシー

注：配置は、次のマッピングで PCIeスロッ

トに静的にマッピングされます。

• vCon 1：スロット MLOM

• vCon 2：スロット PCIe1

• vCon 3：スロット PCIe2

• vCon 4：スロット PCIe3

このマッピングは静的ですが、移行設定で調

節可能です。詳細については、「デフォルト

設定」の「B.変換の移行設定」セクションを

参照してください。

イーサネットアダプタポリシーイーサネットアダプタポリシー

フロー制御ポリシーフロー制御ポリシー

リンク集約ポリシーLACPポリシー

LAN接続ポリシーLAN接続ポリシー

VMQVMQ接続ポリシー

usNIC

注： LAN接続ポリシーの部分

usNIC接続ポリシー

SR-IOVSRIOV HPN接続ポリシー

スイッチ制御ポリシーリンクプロトコルポリシー

マルチキャストポリシーマルチキャストポリシー

イーサネットネットワーク制御ポリ

シー

ネットワーク制御ポリシー

ファイバチャネルアダプタポリシーファイバチャネルアダプタポリシー

SAN接続ポリシーSAN接続ポリシー
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同等の IMMポリシーソース UCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

ストレージ接続ポリシー FCゾーン分割ポリシー

電源ポリシー電力制御ポリシー

電源復元 BIOSの設定

vNICテンプレートvNICテンプレート

vHBAテンプレートvHBAテンプレート

シャーシプロファイルテンプレート

注：シャーシプロファイルテンプレー

トは、UCS Managerのグローバルポ

リシーセクションから変換された電力

および温度ポリシーを使用して作成さ

れます。

—

メモリポリシーメモリポリシー

注： IMM移行ツール、リリース 5.0.3以降で

サポートされています。

スクラブポリシースクラブポリシー

注： IMM移行ツール、リリース 5.0.3以降で

サポートされています。

サーバプール資格ポリシーサーバプール資格ポリシー

注： IMM移行ツール、リリース 5.0.3以降で

サポートされています。

MACsec PolicyMACsec Policy

注： IMM移行ツール、リリース 5.1.1以降で

サポートされています。

ファームウェアポリシーホストファームウェアパッケージポリシー

注： IMM移行ツール、リリース 5.1.3以降で

サポートされています。
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同等の IMMポリシーソース UCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

IPプールIPプールプール

IQNプールIQNサフィックスプール

MACプールMACプール

WWNNプールWWNNプール

WWPNプールWWPNプール

リソースプールサーバプール

注：IMM移行ツール、リリース 1.0.2以降で

サポートされています。

次の表に、IMM移行ツールでの変換がサポートされている UCS Manager機能を示します。
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表 2 :（II）UCS Managerと Intersight機能間の変換マッピング

同等の IMMポリシーソース UCS Managerの機能名UCS
Manager機
能カテゴ

リ

VLANポリシーアプライアンス VLANファブ

リック構

成

注：通常

の VLAN
と統合

システム QoSポリシーQoSシステムクラス

イーサネットネットワークグ

ループポリシー

VLAN Group

注：IMM移行ツール、リリース 4.1.2は VIC QinQ

トンネリングをサポート

VLANポリシーVLAN

VSANポリシーVSAN

VSANポリシーストレージ VSAN

注：IMM移行ツール、リリース1.0.2以降でサポー

トされています。

LAN/SANピングループLAN/SANピングループ

（注）

• IMM移行ツール、リリース3.0.1以降でサポー

トされています。

•エイリアスされた VLAN/VSANのエイリアス

を含むテーブルは、変換がサポートされてい

ません。

イーサネットネットワーク制

御ポリシー

アプライアンスネットワーク制御ポリシーファブ

リックポ

リシー

注：通常

のネット

ワーク制

御ポリ

シーと統

合

リンク制御ポリシーUDLDリンクポリシー
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同等の IMMポリシーソース UCS Managerの機能名UCS
Manager機
能カテゴ

リ

ポートポリシーアプライアンスポートポート

ロール
ポートポリシーアプライアンスポートチャネル

ポートポリシーFCoEアップリンクポート

ポートポリシーFCoEアップリンクポートチャネル

ポートポリシーLANアップリンクポート

ポートポリシーLANアップリンクポートチャネル

ポートポリシーSANユニファイドポート

ポートポリシーSANアップリンクポート

ポートポリシーSANアップリンクポートチャネル

ポートポリシーサーバポート

ポートポリシーFCストレージポート

注：IMM移行ツール、リリース1.0.2以降でサポー

トされています。

ポートポリシーSANストレージポート

注：IMM移行ツール、リリース1.0.2以降でサポー

トされています。

ポートポリシーブレークアウトポート

（注）

• IMM移行ツール、リリース3.0.1以降でサポー

トされています。

•エイリアスされた VLAN/VSANのエイリアス

を含むテーブルは、変換がサポートされてい

ません。

B.[変換のためのファブリックインターコネクト（FI）マッピング（FabricInterconnect (FI)Mapping
for Conversion）]

ポートポリシーがUCSMから IMMに変換されると、そのポリシーのポート構成は、次に示す
ように、サポートされていない FI（Cisco UCS 6200および 6300シリーズ）をマッピングする
ことによって調整されます。
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表 3 :ポートポリシー変換のための UCSM FIと IMM FI間のマッピング

同等の IMM FIUCSM FI

Cisco UCS-FI-6454Cisco UCS-FI-6248UP

Cisco UCS-FI-64108Cisco UCS-FI-6296UP

Cisco UCS-FI-6454

注： IMM移行ツール、リリース4.2.1以前でサポートされています。

UCS-FI-M-6324

Cisco UCSX-S9108-100G

注：IMM移行ツール、リリース4.2.2以降でサポートされています。

Cisco UCS-FI-6536Cisco UCS-FI-6332

Cisco UCS-FI-6536CiscoUCS-FI-6332-16UP

Cisco UCS-FI-6454Cisco UCS-FI-6454

Cisco UCS-FI-64108Cisco UCS-FI-64108

Cisco UCS-FI-6536Cisco UCS-FI-6536

Cisco UCSX-S9108-100G

注：IMM移行ツール、リリース4.2.2以降でサポートされています。

CiscoUCSX-S9108-100G

•ユニファイドポートのハードウェア特性が異なるため、Cisco UCS 6200シリーズまたは
Cisco UCS 6300シリーズ FIから IMMに変換する場合、既存のユニファイドポートおよび
SANポートの構成は無視されます。

• Cisco UCS-FI-6332-16UPから Cisco UCS 6536への移行では、すべての SFP+ポート構成が
無視され、すべての QSFP+ポート構成が 16ポート左にシフトされます（Cisco
UCS-FI-6332-16UPのポート 1/17は Cisco UCS-FI-6536のポート 1/1になります）。

（注）

サポート対象のクローン機能

[Intersightアカウントのクローニングでサポートされる機能（Supported Features for Cloning an
Intersight account）]

このセクションでは、UCSサーバー、シャーシ、およびドメインポリシーのリストと、Intersight
アカウントのクローン作成でサポートされるプロファイル、プール、リソース、設定、および

テンプレートのリストを提供します。
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• Intersightアカウントのクローニングは、スタンドアロンモードおよび Intersight管理モー
ドの構成でのみサポートされます。

•送信元 Intersightアカウントで要求されたターゲットデバイスは、クローニング時に接続
先 Intersightアカウントに移動されません。

（注）
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表 4 : Intersightアカウントのクローニングでサポートされる機能

サポートされる機能機能カテ

ゴリ

アダプタの設定UCSサー
バポリ

シー
BIOS

ブート順序

証明書の管理

デバイスコネクタ

ドライブセキュリティ

注： IMM移行ツール、リリース 4.0.1以降でサポートされています。

イーサネットアダプタ

イーサネットネットワーク

イーサネットネットワーク制御

イーサネットネットワークグループ

イーサネットQoS

[FC Zoning]

ファイバチャネルアダプタ

ファイバチャネルネットワーク

ファイバチャネルQoS

ファームウェア

注： IMM移行ツール、リリース 4.0.1以降でサポートされています。

IMCアクセス

IPMI over LAN

iSCSIアダプタ

iSCSIブート

iSCSI静的ターゲット

LANの接続

LDAP
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サポートされる機能機能カテ

ゴリ

ローカルユーザー

ネットワーク接続

NTP

永続的なメモリ

電力

SAN接続

SDカード

Serial over LAN

SMTP

SNMP

SSH

ストレージ

Syslog

仮想 KVM

仮想メディア

メモリポリシー

注： IMM移行ツール、リリース 5.0.3以降でサポートされています。

スクラブポリシー

注： IMM移行ツール、リリース 5.0.3以降でサポートされています。

サーバプール資格ポリシー

注： IMM移行ツール、リリース 5.0.3以降でサポートされています。
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サポートされる機能機能カテ

ゴリ

フロー制御UCSドメ
インポリ

シー リンクアグリゲーション

リンク制御

マルチキャスト

ポート

スイッチ制御

システムQoS

VLAN

VSAN

SNMP

LDAP

注： IMM移行ツール、リリース 5.0.3以降でサポートされています。

サーマルUCS
シャーシ

ポリシー SNMP

IPプール

IQN

MAC

技術情報

UUID

WWNN

WWPN

UCSサーバプロファイルプロファ

イル
UCSシャーシプロファイル

UCSドメインプロファイル
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サポートされる機能機能カテ

ゴリ

UCSサーバープロファイルテンプレートテンプ

レート
UCSドメインプロファイルテンプレート

注： IMM移行ツール、リリース 4.2.1以降でサポートされています。

UCSシャーシプロファイルテンプレート

注： IMM移行ツール、リリース 4.2.1以降でサポートされています。

vNIC/vHBAテンプレート

注： IMM移行ツール、リリース 4.2.1以降でサポートされています。

ユーザー

注：[Intersight設定のトリミング（Trim Intersight Settings）]オプションが設定され

ていない場合にのみクローニングされます。デフォルトでは、オブジェクトはク

ローニングされません。

アクセス

と権限設

定

グループ（Groups）

注：[Intersight設定のトリミング（Trim Intersight Settings）]オプションが設定され

ていない場合にのみクローニングされます。デフォルトでは、オブジェクトはク

ローニングされません。

ロール（Roles）

注：[Intersight設定のトリミング（Trim Intersight Settings）]オプションが設定され

ていない場合にのみクローニングされます。デフォルトでは、オブジェクトはク

ローニングされません。

構成

リソースグループ

注：ドメイン全体または個々のサーバをリソースグループに含めるには、最初に

ターゲットを要求する必要があります。それ以外の場合は、「カスタム」メンバー

シップを持つ空のリソースグループが作成されます。

•証明書管理ポリシーを持つ Intersightアカウントをクローニングしているときに、自己署
名証明書が生成され、Intersightにプッシュされます。

•パスワードを含むポリシーは、自動生成されたパスワードを使用してクローニングされま
す。

（注）
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付録 A
付録

•付録 A : CLIを使用した管理オペレーション （117ページ）
•付録 B：ログのダウンロード/技術サポート （119ページ）
•付録 C：既知の動作と制限事項（119ページ）
•付録 D：フィードバックの提供（119ページ）

付録 A : CLIを使用した管理オペレーション
(I) [/etc/hostsファイルの編集（Edit the /etc/hosts File）]

sudo hostsコマンドを使用して、/etc/hostsファイルを編集できます。

hosts [options...] -- Command to update the hosts file
options:

add :adds the host to host file
remove :remove the host from the host file
list :lists the host in the host file

example:
add: $ sudo hosts add 1.2.3.4 localhost
remove: $ sudo hosts remove 1.2.3.4 localhost
list: $ sudo hosts (or) sudo hosts list

(II) [IMM移行ツール VMの IPアドレスを変更する（Change the IP Address of the IMM Transition
Tool VM）]

VMの IPアドレスを変更するには、次の手順を実行します。

1. VMに SSH接続します。

2. 以下のコマンドを使用して、/etc/netplan/50-cloud-init.yamlファイルを編集します。

$ sudoedit /etc/netplan/50-cloud-init.yaml

3. 必要に応じて、IP、ネットマスク、ゲートウェイ、およびDNSフィールドを変更します。

4. 以下の文書を使用して、netplan構成を編集します。https://netplan.readthedocs.io/en/latest/
examples/

5. ファイルを保存します。
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6. 次のコマンドを使用して VMを再起動します。

sudo reboot

(III) [IMM移行ツール VMのホスト名/ドメイン名を変更する（Change the Hostname/Domain name
of the IMM Transition Tool VM）]

VMのホスト名を変更するには、次の手順を実行します。

1. VMに SSH接続します。

2. 次のコマンドを実行します。

sudo hostnamectl <hostname>

VMのドメイン名を変更するには、次の手順を実行します。

1. VMに SSH接続します。

2. 次のコマンドを実行します。

sudo hostname --fqdn <FQDN>

(IV) IMM移行ツール VMの NTPを変更する（Change the NTP of the IMM Transition Tool VM）

VMの NTPを変更するには、次の手順を実行します。

1. VMに SSH接続します。

2. 以下のコマンドを使用して、/etc/systemd/timesyncd.conf ファイルを編集します。

$ sudoedit /etc/systemd/timesyncd.conf

3. コメントを解除し、‘NTP=’フィールドの値のコメントを削除します。

4. ファイルを保存します。

5. 次のコマンドを使用して VMを再起動します。

sudo reboot

(V) adminパスワードを変更する

adminのパスワードを変更するには、次の手順に従います。

1. VMに SSH接続します。

2. 次のコマンドを実行します。

sudo passwd admin

3. 新しいパスワードを入力します。
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付録 B：ログのダウンロード/技術サポート
サポートが必要な場合は、ログファイルをテクニカルチームと共有できます。

クエリを送信するには、次の手順を実行します。

1. すべての遷移レコードを表示するリストビューに移動します。

2. テクニカルサポートが必要な移行レコードまでスクロールします。

3. レコードに対して […]をクリックします。

4. [ログのダウンロード（Download Logs）]をクリックします。

5. ログファイルをコンピュータに保存します。

6. 保存したログファイルを電子メールに添付し、クエリ /フィードバックを含む電子メール
を imm-transition-feedback@cisco.comグループに送信します。
mailto:imm-transition-feedback@cisco.com

付録 C：既知の動作と制限事項
既知の動作と制限事項の詳細については、『 Release Notes for Cisco Intersight Managed Mode
Transition Tool』を参照してください。

付録 D：フィードバックの提供
右上隅にある [フィードバック（Feedback）]を使用して、ツールに関するフィードバックを
提供するか、不足している機能に関する情報を提供します。
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mailto:imm-transition-feedback@cisco.com
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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